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受賞報告
 P3 日本対がん協会賞 岡村信介先生 （学23期）
  令和６年度日本整形外科学会功労賞 中島幹雄先生 （学30期）
 P4 大阪医科薬科大学第２１回研究奨励賞 森田奈津子先生
 P6 大阪医科薬科大学第２１回研究奨励賞 中村善胤先生 （学62期）

支部だより
 P8 仁泉会大阪府連合会主催の第２回産業医講習会の報告 福本敏子 （学24期）
 P10 令和７年度仁泉会住吉住之江支部会 開催報告 濵﨑憲夫 （学42期）
 P12 高槻支部総会・懇親会報告 白石将史 （学50期）
 P15 京都仁泉会 夏の音楽の夕べ ２０２５ 森本博子 （学24期）
 P16 クラス会のご案内

仁泉ひろば
 P17 ２０２５年（令和７年）７月　質問状  冨中愛一郎 （学27期）
 P18 軽音楽部新部長・田中智人先生を囲む会 開催報告 二村吉継 （学49期）　

 P21 会員著書 飯島崇史先生 （学25期）
 P22 会員著書 井尻慎一郎先生 （学31期）
 P23 会員著書 熊野宏二先生 （学３９期）

事業報告
 P24 学生生活虎の巻 ２０２５

 P30 新聞切抜 田村 功先生 （学31期）
 P31 まんが 第76回 ポン太ールカプセル250mg （学31期） 

本部だより
 P32 会員訃報
 P33 開業しました！ 門田 卓先生 （学56期）
  開業しました！ 中尾謙太先生 （学60期）
  編集後記

奈良県宇陀郡にあるすすきで有名な高原です。
夕暮れにはすすきの穂が黄金色になりとても綺麗です。

ひろし

表紙写真：黄金色の曾爾高原
そ に こうげん

日本対がん協会賞について
　日本対がん協会設立１０周年にあたる１９６８（昭和４３）年
に創設されました。がん予防をはじめ、広くがん征圧のた
めの運動、事業、研究に顕著な功績のあった個人と団体、
多年にわたって地道な活動を続けてきた個人と団体に贈
られます。２０２４年度までに個人の部で２６５人、団体の
部で１３３団体が受賞しています。

受 賞 報 告

受賞の理由
　１９９４年から姫路市医師会が運営する子宮がん検診
車による集団検診に現在も従事し、医療機関が少ない
郡部での子宮頸がん検診の受診率向上に貢献した。 
　１９９８年４月～２０１３年３月に市医師会集検（子宮）
委員長などを務め、受診率向上のための講演会に積極
的に協力。姫路市が子宮頸がん検診でＨＰＶ検査単独
法を導入する際、行政と医療機関との調整役として中
心的役割を担い、実施体制の構築に努めた。　

令和７年 9 月 19 日（金）神戸市中央区で開催の「がん征圧全国大会兵庫大会」にて、公益財団法
人日本対がん協会が、がん征圧活動に功績のあった方々に贈る「日本対がん協会賞」を岡村信介先生
が受賞されましたので、ご報告申し上げます。

日本対がん協会賞
　岡村信介 先生（学部23期）

令和６年度日本整形外科学会功労賞を受賞して
　令和６年５月２２日の２０２４年日本整形外科学会定時
社員総会において、功労賞を頂きました。推挙して頂い
た勤務医会の田尻康人会長、事務局長吉田英彰先生、
５年前に日整会監事に推薦して頂いた冨士武史先生は
じめ、関連の諸先生方に心から感謝申し上げます。
　この賞は日整会の監事を４年務めたことが大きな要素
となって頂いたものです。大阪医科薬科大学の同門で
は、同門会長を務められた大橋規男先生、服部良治
先生、大阪府医師会長を務められた茂松茂人先生に
次いで４人目ですが、勤務医としては初の受賞のようで
す。監事は２期４年務めましたが、理事長や理事の先
生方の苦労に比べたらはるかに少ない労力で、本当に
頂いて良いのか、今でも申し訳ない気持ちを拭えないで
います。ただ、選出して頂いた勤務医会の名に恥じな
いように、理事会ではかなり集中して議事に参加させて
頂きました。日整会の最高機関の成熟した議論を経験さ
せて頂いて、その都度の日整会の基本方針を知ること
ができましたことは私自身の大きな経験になりました。これ
からも私自身の関与する領域で、学会の活動指針など

受 賞 報 告

を紹介していく役目を果たすつもりでおります。
　まだまだ沢山の人工関節、骨切り術に携わっておりま
すので、若い世代の先生方には、我々の世代が遭遇し
た過去の失敗と同じような過ちに陥らないように、過去の
苦い経験を紹介し、反省点と対策を考えていく使命があ
ります。この賞を頂いたことを契機として、これからの私
の使命を再認識し、微力ながら次代のために責任を果た
していく所存です。今後ともよろしくお願い申し上げます。

中島幹雄（学 30 期）

令和６年５月２２日開催の日本整形外科学会定時社員総会おいて、中島幹雄先生が功労賞を受賞さ
れましたので、ご報告申し上げます。
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論文紹介
【論文名】 
Intravenous injection of iPS cell-derived 
endothelial progenitor cells
prevents miscarriage by releasing pro-angiogenic 
factors in a mouse model
of recurrent spontaneous abortion

【投稿論文雑誌名】 
Bulletin of Osaka Medical and Pharmaceutical 
University（Vol.69 No.1: 21-30, 2023）

《背景》
　自然流産とは、妊娠における最も一般的な合併症で
あり、原因として加齢、染色体異常、内分泌異常、子
宮奇形、感染症、自己免疫疾患などが挙げられるが、
約半数は原因不明と言われており、それらに対する治
療法は確立されていない。妊娠初期の母体においては、
胎盤での血管形成や子宮らせん動脈のリモデリングが、
胎盤形成および胎児発育に必要不可欠であるため、胎
盤形成不全は流産の危険因子の１つである。胎盤形成
に必要な血管形成には、主に胎生期に見られる新規の
脈管形成と、既存の血管における、血管新生促進因
子による血管新生の２つのプロセスが存在する。血管内
皮前駆細胞（Endothelial progenitor cell :EPC） は、
両者に関与する未熟な内皮細胞と言われ、これまでにも
多くの血管再生療法に関する研究で使用されており、
我々の研究グループは、以前にマウス胚性幹細胞由来
EPC (Embryonic stem cell derived endothelial 
progenitor cell:ES-EPC) を用いて流産モデルマウス
（CBA/J 雌 マウス×DBA/2 雄マウス）で流産率が改
善することを報告した。

《目的》
　胚性幹細胞を使用することは倫理面からの問題も大き
く、本研究では、臨床応用を見据えてヒト人工多能性

受 賞 報 告
大阪医科薬科大学第２１回研究奨励賞を受賞された、産婦人科助教　森田奈津子先生の表彰が行わ

れました。

先生の受賞論文をご紹介させていただきます。

幹細胞由来 EPC (human induced pluripotent stem 
cell derived endothelial progenitor cell:hiPS-EPC)
が流産モデルマウスにおける流産率を改善できるかどう
か検討することを研究目的とした。

《学術的な特徴・独創的な点》
　本研究では、再生医療の発展を担うｉＰＳ細胞を用い
て治療法の確立されていない原因不明の流産に対する
治療法の検討を行った。胎盤における血管形成が妊娠
継続に非常に重要であること、またＥＰＣがこれまでにも
数多くの血管形成に関する研究で用いられていることに
も着目して研究を行った。これまでに妊娠マウスに対する
ｈｉＰＳ-ＥＰＣの治療効果を検討した研究はなく、臨床応用
を見据えた形で研究を行った点において非常に有用な
研究であったと考える。異種間細胞投与であったこと、
またｉＰＳ細胞の癌化の懸念など、今後さらなる検討が必
要な点も多いが、それらも妊娠中の免疫寛容の解明や
iPS 細胞研究の発展に必要不可欠であり、長期的に見
ても将来性のある研究である。

《抄録》
　自然流産とは、妊娠における最も一般的な合併症の１
つであるが、約半数は原因不明であり、それらに対す
る治療法は確立されていないのが現状である。妊娠に

おける胎盤形成は胎児発育に必要不可欠で、妊娠初
期の胎盤での血管形成不全は流産の危険因子となる。
血管形成には、主に胎生期に見られる新規の脈管形成
と、既存の血管における血管新生の２つのプロセスが存
在し、血管内皮前駆細胞（Endothelial progenitor 
cell :EPC）は、両者に関与する未熟な内皮細胞である。
我々の研究グループは、以前にマウス胚性幹細胞由来
ＥＰＣを用いて流産モデルマウスで流産率が改善すること
を報告したが、倫理面での問題も大きかったため、本
研究では、ヒト人工多能性幹細胞由来ＥＰＣ（human 
induced pluripotent stem cell derived endothelial 
progenitor cell:hiPS-EPC） による流産率改善効果と
そのメカニズムについて検討した。まずｈｉＰＳ細胞からの
ＥＰＣの分化誘導および細胞特性解析を行った。ｈｉＰＳ
細胞よりプロトコルに従ってＥＰＣへの分化誘導を行い、
分化２日目、５日目、８日目の細胞からＲＮＡを抽出し、
ＲＴ-ｑＰＣＲで各種マーカーの発現レベルをｈｉＰＳ細胞と
比較検討した。未分化関連マーカー（Oct-4、Nanog）
は分化2日目より有意に低下した。またＥＰＣ関連マーカー
であるＣＤ３１ ・ ＣＤ３４ ・ ＫＤＲ は分化５日目より有意に
増加した。幹細胞関連マーカーであるＣＤ１３３ は、分
化誘導日数による有意な発現レベルの変化は見られな
かったが、分化５日目以降に増加する傾向が見られた。
フローサイトメトリーでも、分化５日目のＣＤ３１ ・ ＣＤ３４ 
陽性細胞の誘導を確認した。血球系マーカーであるＣＤ
４５ 陽性細胞は見られなかった。さらに分化５日目の細
胞で血管形成能を有することを確認した。次に流産モ
デルマウス（CBA/J 雌マウス×DBA/2 雄マウス）にお
ける流産率の検討を行った。CBA/J 雌マウスを
DBA/2 雄マウスと交配させ、妊娠 6.5-7.5 日目にｈｉＰＳ-
ＥＰＣ（5×105 個 /PBS 200μl）、またはＰＢＳ（200μ1）を
尾静脈投与した。妊娠13.5-14.5日目に安楽死させ、胎
仔と胎盤を摘出して流産率を検討したところ、ｈｉＰＳ-ＥＰＣ
群（n=7）で 27.1% 、ＰＢＳ群（n=6）で 13.6%とｈｉＰＳ-ＥＰＣ
群で有意な流産率の低下を認めた（P=0.042）。ｈｉＰＳ-ＥＰＣ
投与後のマウスにおける細胞の局在を同定するために
GFP（Green fluorescent protein）標識ｉＰＳＣを作製し、
EPC（GFP-EPC）に分化させ、妊娠 7.5日目の妊娠マ
ウスにＧＦＰ-ＥＰＣまたはＰＢＳを尾静脈投与した。
　投与３時間後・７２時間後（妊娠10.5日目）に妊娠マ
ウスを安楽死させて子宮を摘出した。投与３時間後では
すべての胚はほぼ同じ大きさで、ＧＦＰ-ＥＰＣ群とＰＢＳ群と
の胚数に差は見られなかった。投与７２時間後（妊娠
10.5 日目）ではＧＦＰ-ＥＰＣ群でＰＢＳ群と比較して胚が大

きかったが、ＰＢＳ群では一部の胚が小さく、出血を伴っ
ていた。このような異常胚はＧＦＰ-ＥＰＣ群で有意に少な
かった（P=0.026）。また組織透明化技術および免疫染
色法（GFP、CD31、DAPI）を用いて子宮における
血管形成の３次元構築を行った。ＧＦＰ-ＥＰＣ群では投与
３時間後にＣＤ３１染色で可視化された、胚に隣接する
子宮血管系でＧＦＰ染色細胞が検出されたが、ＰＢＳ群
では特異的なＧＦＰシグナルは観察されなかった。さらに
ＧＦＰ-ＥＰＣ投与７２時間後（妊娠 10.5日目）および投与
１６８ 時間後（妊娠14.5日目）でも同様に観察したが、子宮、
胚、胎盤のいずれにおいてもＧＦＰシグナルは観察されな
かった。ｈｉＰＳ-ＥＰＣによる直接的な血管形成は確認できな
かったことから、次にＥＰＣの血管新生促進因子産生作
用に着目した。ｈｉＰＳ-ＥＰＣの細胞からＲＮＡを抽出し、
RT-qPCRで血管新生促進因子の発現レベルを確認し
たところ、ＶＥＧＦ、ＰｌＧＦが有意に増加していた。マウスの
胎盤形成初期は妊娠9.5日目から10.5日目と言われている
ことから、妊娠10.5日目の胎盤においても血管新生促進
因子の発現レベルを確認した。妊娠 10.5日目のマウスを
安楽死させ、採取した胎盤からＲＮＡを抽出し、
RT-qPCRを行ったところＶＥＧＦ、ＰｌＧＦの発現が有意に
増加していた。以上の結果より、ｈｉＰＳ細胞より分化誘導
した細胞は、分化２日目には多能性状態から脱した細胞
であり、分化５日目には血管形成能を有する血管内皮前
駆細胞（hiPS-EPC）に分化していると考えられた。流
産モデルマウスに対するｈｉＰＳ-ＥＰＣの尾静脈投与では、
流産率が低下し、投与した細胞は胚付近に一時的に局
在していることが示された。胎盤におけるＶＥＧＦ、ＰｌＧＦ
の発現も増加しており、これらの結果からｈｉＰＳ-ＥＰＣの
尾静脈投与では血管新生促進因子を産生することに
よって促される、血管新生のプロセスによってその後の
胎盤形成および成熟に関与し、流産率を改善させると
考えられた。ｈｉＰＳ-ＥＰＣは治療法の確立されていない流
産に対して有用である可能性がある。



6 7

第 56 巻 第 6 号大阪医科薬科大学仁泉会ニュース 第 56 巻 第 6 号令和 7 年 11 月 1 日発行 令和 7 年 11 月 1 日発行 大阪医科薬科大学仁泉会ニュース

受賞・受章の際は編集部にお知らせください
各地での喜びの受賞・受章等がございましたら、事務局あてに書面、新聞などをお送り下さい。
FAX、メールでのお知らせも歓迎いたします。本誌にて広く紹介させていただきます。　編集係

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

論文紹介
【論文名】 
Neuronal activity promotes secretory autophagy 
for the extracellular release of α-synuclein

【投稿論文雑誌名】 
Journal of Biological Chemistry
 （300 巻（7号）：107419 頁，2024 年）

《背景》
　パーキンソン病は運動緩慢、筋強剛、静止時振戦と
いった運動症状を主徴とし進行性の経過をとる神経変性
疾患である。病理学的には黒質線条体ドパミン神経細
胞の変性とレビー小体と呼ばれる神経細胞内異常構造
物の出現を特徴とする。レビー小体の主要構成成分は
凝集したα-シヌクレイン（αS）である。現在のレボドパ製剤
を中心とする治療は脳内で不足したドパミンを補うもので
あり、神経細胞の変性を抑制する効果はない。そのため、
神経変性を抑制する根本的な治療法開発が喫緊の課
題となっている。
　パーキンソン病の病態機序において、αＳが凝集し神経
毒性を発揮すること、凝集したαＳが細胞間を伝播し脳
内を拡大していくことが重要であると考えられている。そ
のため、αＳの凝集や細胞間伝播の機構を明らかにする
ことが治療法開発において重要と考えられている。

《目的》
　αＳの凝集にはタンパク質恒常性の破綻が関与してい
る。タンパク質恒常性維持には細胞内における分解と細
胞外への分泌が関与している。一方、αＳの細胞間伝播
には細胞内への取り込みと細胞外への分泌が関与して
いる。このように、αＳの細胞外分泌はαＳの凝集と細胞間
伝播の両方の機構に関わる重要な因子と考えられる。
最近、神経活動亢進がαＳの細胞外分泌を促進すること
が報告されたがその機序は明らかにされておらず、αＳの
細胞外分泌には不明な部分が多く残されている。

受 賞 報 告
大阪医科薬科大学第２１回研究奨励賞を受賞された、内科学Ⅳ教室脳神経内科助教　中村善胤先生

（学６２期）の表彰が行われました。

先生の受賞論文をご紹介させていただきます。

オートファジーは細胞内構造物の分解を担う機構として
主に調べられてきたが、近年細胞外への分泌も担うこと
が明らかにされ分泌型オートファジーとして注目を集めて
いる。そこで、神経活動亢進が分泌型オートファジーを
介してαＳを細胞外に分泌しているかどうか確かめること
を目的として研究を進めた。

《学術的な特徴・独創的な点》
　本研究において、神経活動亢進が細胞内Ｃa２＋依存
性に分泌型オートファジーによるαＳ細胞外分泌を促進す
ることを示した。また、分泌型オートファジーによるαＳ細
胞外分泌はタンパク質恒常性維持に関与している可能
性を示した。これらの知見は分泌型オートファジーによる
αＳ細胞外分泌がパーキンソン病の病態に関与している
可能性を初めて見出したものである。分泌型オートファ
ジーを標的としたパーキンソン病の新たな治療法開発に
つながる可能性がある。
　また、本研究ではタウやＳＯＤ１といったタンパク質も神
経活動亢進による分泌型オートファジーで細胞外に分泌さ
れることを初めて示した。タウはアルツハイマー病、ＳＯＤ１
は筋萎縮性側索硬化症の病態に深く関与するタンパク質
である。本研究で明らかにした神経活動亢進による分
泌型オートファジーは神経変性疾患の病態に共通した機
序である可能性も示唆され、パーキンソン病以外の神経

変性疾患の病態解明にも寄与する可能性がある。
　さらに、神経活動亢進が分泌型オートファジーを促進する
という機構を初めて明らかにしたということで、Ａｕｔｏｐｈａｇｙ 
ｒｅｐｏｒｔ誌から寄稿の依頼を頂いた。このように、本研究
の結果はαS からの観点のみならず、オートファジーの観
点からも注目されている点が特徴である。

《抄録》
　パーキンソン病の病態にはα-シヌクレイン（αＳ）の凝集と
細胞間伝播が深く関与している。タンパク質恒常性の破
綻によりαＳの凝集が起こると考えられるが、タンパク質恒
常性維持には細胞内における分解と細胞外への分泌が
関与すると考えられる。細胞間伝播には細胞内への取
り込みと細胞外への分泌が関与する。このように、αＳの
細胞外分泌は両方の機構に関わる重要な因子である。
最近、神経活動亢進がαＳの細胞外分泌を促進すること
が報告されたがその機序は不明である。オートファジー
は細胞内構造物の分解を担う機構として調べられてきた
が、近年細胞外への分泌も担うことが明らかとなり分泌型
オートファジーと称され注目されている。そこで神経活動
亢進が分泌型オートファジーを介してαＳの細胞外分泌を
担っているかマウス大脳皮質初代神経細胞とＳＨ-ＳＹ５Ｙ
細胞を用いて調べた。
　グルタミン酸刺激と高濃度ＫＣｌによる脱分極刺激に伴う
神経活動亢進はαＳの細胞外分泌を促進した。Ｃa２＋イオ
ノフォアもαＳの細胞外分泌を促進した。グルタミン酸刺激
によるαＳ細胞外分泌はＮＭＤＡ受容体拮抗薬、ＡＭＰＡ受
容体拮抗薬、細胞内Ｃａ２＋キレート剤であるＢＡＰＴＡ-Ａ
Ｍで抑制された。オートファジー促進作用のあるｍＴＯＲ
阻害薬ラパマイシンはαＳとｐ６２の細胞外分泌を促進し、
この促進効果はオートファゴソーム形成に必須の因子で

あるＢｅｃｌｉｎ １をノックアウトしたマウスの初代神経細胞に
おいて抑制された。また、グルタミン酸刺激によるαＳ細
胞外分泌はオートファゴソーム形成に必須の因子である
ＡＴＧ５をノックダウンした細胞において顕著に抑制された。
　一方で細胞内のαＳは増加した。タウやＳＯＤ１といった
アルツハイマー病や筋萎縮性側索硬化症に関わるタンパ
ク質もグルタミン酸刺激によって細胞外分泌が促進され、
ＡＴＧ５ノックダウンによってその促進効果が抑制された。
　グルタミン酸刺激は初代神経細胞においてＬＣ３-Ⅱ増加
とｐ６２低下を誘導しておりオートファジーを促進すると考
えた。この促進効果はＢＡＰＴＡ-ＡＭによって抑制された。
さらに、グルタミン酸刺激は初代神経細胞においてαＳと
オートファゴソームのマーカーであるＬＣ３の共局在を増加
させた。一方、リソソームのマーカーであるＬＡＭＰ１との
共局在は増加させなかった。細胞外分泌物を超遠心法
において細胞外小胞分画と非細胞外小胞分画に分けて
解析したところ、グルタミン酸刺激によるαＳ細胞外分泌
促進効果はいずれの分画においても認められた。ユビ
キチン化されたαＳはリソソームへ運ばれるが、ユビキチ
ンを過剰発現させた細胞の分泌物を免疫沈降法によっ
て解析したところ、細胞外に分泌されたαＳはユビキチン
化されていなかった。グルタミン酸刺激によるαＳとｐ６２細
胞外分泌促進効果は、オートファゴソームと細胞膜の融
合を担うＲＡＢ８Ａノックダウンにより抑制された。
　これらより、神経活動亢進は細胞内Ｃａ２＋依存性に
分泌型オートファジーによるα-シヌクレイン細胞外分泌を促
進すること、αＳの細胞外分泌のキャリアとしてオートファゴ
ソームが関与していることが示された。分泌型オートファ
ジーによるαＳ細胞外分泌を抑制すると細胞内のαＳが増
加するという結果からは、分泌型オートファジーもαＳのタ
ンパク質恒常性維持に関わっていることが示された。
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　令和７年８月２日（土）に当会主催の第２回産業医講
習会を大阪府医師協同組合８Ｆホールにて開催しました
ので、報告いたします。
　今回も多くの先生方に受講いただき無事に終了するこ
とができました。１５９名の申し込みがあり、１４６名の方々
が受講してくださいました。
　講演の第１席は近畿大学医学部整形外科教授・運
動器外傷センター長の大谷和裕先生が「勤労者の手
関節周囲の障害とその予防と治療」について詳細にご
講演くださいました。多くの写真をお示しいただき整形外
科学会のご発表のようにレベルの高い内容をわかりやす
くご説明いただきました。勤労者に対し、より適切なアド
バイスをさせていただけるものと感じました。第２席は同

仁泉会大阪府連合会主催の
第２回産業医講習会の報告

文責／福本敏子（学 24期）

窓の大阪精神医学研究所　新阿武山病院の森本一成
先生が「知っておきたい職場のメンタルヘルス」につい
てご講演くださいました。時にはユーモアを交え、重い
内容を明るくわかりやすくお話くださいました。講演の最
後には eーラーニングや便利なサイトもご紹介いただきま
した。
　前回に引き続き参加してくださった先生方も多く、講習
会の前後には同窓の旧交を温める風景が多くみられまし
た。台風の直撃を心配しましたが、無事に開催すること
ができ、多くの先生方が厳しい暑さの中、参加くださり、
お世話する者として安堵しています。
　次回は来年２月１４日（土）午後３時から同じ会場で
開催いたします。講師は日本産業保健学会や日本医師
会の産業医部会の委員を務められ、「産業医が法廷に
立つ日」など多数の産業保健関係の著書を持たれる近
畿大学教授・三柴丈典先生に講演をお願いしています。
　ご案内をご希望の先生方は、申し込みフォームからお
早目の予約登録をお願いいたします。
　今後とも、仁泉会大阪府支部連合会の会務にご協力
ご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

大谷和裕先生

森本一成先生

・開 催 日 時：令和 8年 2月 14 日（土）　午後 3時から午後 5時まで

・会　　　場：大阪府医師協同組合　8階　大ホール

　　　　　　  〒542-8580 大阪市中央区上本町西 3丁目 1番 5号

・受　講　料：仁泉会会員　3,000 円

・参 加 資 格：日本医師会認定産業医

・受講予定数：160 名

・内　　　容：〈プログラム①（演題・講師）午後 3時～午後 4時〉

 　演題：「職場のメンタルヘルス　～休復職へのサポート」

 　講師：　医療法人悠仁会　稲田クリニック　院長　稲田泰之先生

 〈プログラム②（演題・講師）午後 4時～午後 5時〉

 　演題：「メンタルヘルスと「生きた法」～基本的な対応モデルと3つの注目すべき判例～」

 　講師：　近畿大学　法学部　教授　三柴丈典先生

・単　位　数： 2 単位　生涯研修（専門）2単位

・申 込 み 等：
事前受付：「仁泉会大阪府支部連合会　産業医講習会（2月14日）受講希望」と明記し、氏名（ふりがな）、
医籍登録番号、認定産業医番号、所属（医療）機関名、受講票送付先住所、電話番号、FAX 番号、
e-mail アドレスを記入の上、仁泉会事務局まで FAX（072-682-6636）又は仁泉会ホームページweb 申込
フォームより受付。受講料は事前振込になります。

第３回仁泉会大阪府支部連合会  産業医講習会  開催のご案内

問合せ先：仁泉会事務局（tel：072-682-6166　e-mail：info＠jinsenkai.net）

（申込フォーム）
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　まず初めに、令和７年度 住吉住之江支部会の開催
報告が遅くなりましたことを、謹んでお詫び申し上げます。
　令和７年６月２１日（土）、大阪・天王寺あべのハルカ
ス「マリオット都ホテル 星空の間」にて、長らく中断して
おりました大阪医科薬科大学仁泉会 住吉住之江支部
会を無事に開催いたしました。
　この数年、コロナ禍の影響により開催を見合わせてお
りましたが、仁泉会大阪府支部連合会 会長霜野良一
先生（２８期）より、「お前、いつまでコロナ禍を鑑みと
んじゃ！はよ開催進めんかい！」との熱い叱咤激励を
賜り、今回の開催に至った次第です。

令和７年度 
大阪医科薬科大学仁泉会 
住吉住之江支部会 開催報告

文責／住吉住之江支部長　濵﨑憲夫（学 42期）

　当日は霜野先生より開会のご祝辞も頂戴し、力強く温か
なお言葉で、会の幕開けを華やかに彩っていただきました。
　なお、開催案内状において会場名「マリオットホテル」
を誤って「マリオネットホテル」と記載してしまい、一部
の先生方に混乱を招いてしまいましたことを深くお詫び申
し上げます。中でも竹安一郎先生（４３期）には、天王寺・
茶臼山方面にある“マリオネット風”のいかがわしいホテ
ルに足を運ばれてしまうというハプニングがあり、大変申
し訳なく存じます。
【ご参加いただいた先生方】（敬称略・期順）
　• 磯田幸太郎 （２２期）イソパソ病理研究所
　• 柿本祥太郎 （２４期）南大阪病院 理事長
　• 宮越一穂 （２５期）南大阪病院 名誉院長
　• 霜野良一 （２８期）しもの内科・内視鏡クリニック
　• 李 鍾甲 （３１期）李クリニック
　• 岩垣明隆 （３４期）いわがき内科クリニック
　• 森 保彦 （４２期）こどもクリニック 森
　• 濵﨑憲夫 （４２期）健正会 浜崎医院
　• 竹安一郎 （４３期）竹安眼科医院
　• 濵﨑享子 （４６期）健正会 はまさき
 

　会の途中からは、参加された先生方より、現在の診
療状況や医療現場における課題などについて、率直か
つ熱意あふれるお話を伺うことができました。

　• 宮越一穂先生は、南大阪病院にて後進の指導に
あたられながら、現在は診療そのものを楽しんでお
られるご様子を、終始笑顔で語られました。

　• 柿本祥太郎先生は、理事長として病院経営に取り
組まれる中で、臨床への情熱との間で日々 葛藤され
ている胸の内を率直に語られました。それでも最後
には「でも、頑張るぜ」と力強く締めくくられ、自然
と会場から拍手が湧き起こりました。

　• 磯田幸太郎先生は、「人と話すのが苦手で病理に
進んだ」とのユニークなエピソードを披露され、現
在は毎日楽しく“診察？”していると語られ、会場は
和やかな笑いに包まれました。

　• 霜野良一先生は、御子息がクリニックをリフォームし
継承して開業されるとの嬉しいご報告があり、「息
子に最低賃金で雇われて一緒に診察するんや」と、
大変嬉しそうに語られていたのが印象的でした。

　• 李 鍾甲先生は、コロナ感染により重症化し、酸素
吸入・入院加療を受けられたご経験をお話しくださ
いました。無事回復された今は、命の重みをより強
く感じながら診療にあたっておられるとのことでした。

　• 岩垣明隆先生は、学生時代にサッカー部で全国遠
征された思い出を懐かしく語られ、現在も健脚を活
かし、高齢者診療時の介助に役立てておられると
のこと。部活動に真摯に打ち込んだ日々 が今も大切
な記憶として残っていると、目を輝かせて語っておら
れました。

　• 森 保彦先生は、AI 診療が現実となりつつある中で、
「AI を使いこなす医師であることの重要性」を意識
しながら日々 診療にあたっておられるとのことでした。

その姿勢に多くの共感が寄せられました。
　• 竹安一郎先生は、「加齢の影響で視力が落ち、手
元も危うくなってきたので眼科手術をやめようかと…」
と冗談交じりに語られたところ、すかさず宮越先生と
柿本先生から「うち（南大阪病院）で手術せいや！」
とツッコミが入り、会場は大きな笑いに包まれました。

　• 濵﨑享子先生は、諸先輩方の前向きなお話に感銘
を受けたと語り、「今後も皆さんに喜んでいただける
ような支部会を開催してまいりますので、ぜひご参
加ください」と締めくくられました。

 
　私・濵﨑憲夫からは、アカデミックな報告こそござい
ませんでしたが、昨年、還暦を迎える直前に住吉公園
野球場にて“現役野球選手”として柵越えのホームラン
を打ったことを、どうしても自慢したく、ご報告させていた
だきました。
　会の終盤には、当初ビンゴゲームを予定しておりまし
たが、先生方のスピーチがあまりにも盛り上がったため、
時間が押してしまい急遽「じゃんけん大会」に変更。
　これがまた予想以上に盛り上がり、白熱した勝負の末、
見事優勝された柿本祥太郎先生（２４期）には、１等
賞としてご用意していたサントリー「山崎１２年」のボトル
を贈呈いたしました。優勝が決まった瞬間、「よっしゃー！」
と叫ばれ、満面の笑みでボトルを抱えられる柿本先生の
お姿が、会の楽しい締めくくりとなりました。
　当日は誠に有意義で楽しいひとときとなり、時の経つの
も忘れるほどでした。
　「もっと早く再開していればよかった」と、準備全般を
担ってくれた妻・享子と話しておりました。現在は新年
会の開催に向けた準備も進めており、今後も支部会を
継続し、同窓の絆を一層深めてまいりたいと存じます。
　ご参加賜りました先生方、またご協力いただきました
皆さまに、改めまして心より御礼申し上げます。

　令和７年６月２１日（土）、ホテルアベストグランデ高槻
で令和７年度仁泉会高槻支部総会が開催されました。
梅雨の時期でしたが晴天に恵まれ、御来賓２０名、会員
３９名、特別会員３名、高槻支部特別会員４名の計６６
名の先生にご出席して頂きました。
　総会では合田公志先生が司会を務め、始めに支部
長 保田 浩先生よりご挨拶を頂き、次に仁泉会理事長 
上野 豊先生よりご来賓のご挨拶と仁泉会の現状のご報
告を頂きました。総会議事として合田公志先生より令和
６年度収支決算の説明があり承認されました。

　特別講演では座長を新井基弘先生が務め、大阪医
科薬科大学神経精神医学教室教授 金沢徹文先生より
「人類の進化と心の起源」という演題でご講演を賜りまし
た。講演内容は、種の起源、人類の進化から精神疾患、
心について遺伝子研究を交えながら興味深く、分かりや
すくご講演頂きました。人類は進化の過程で、魚を食べ
ることでＤＨＡを摂取し脳が大きくなり、石を使うことで獲
物を狩れるようになり、集団で生活することで定住して農
業ができるようになり、適者生存の原則でヒトに進化した。
進化の過程で、ネアンデルタール人の遺伝子の 1～４％
が現世人類に残っており、ネアンデルタール人と現世人
類の疾患の遺伝子を比較すると統合失調症の遺伝子
セットのみがネアンデルタール人の遺伝子と相関があっ
た。「汚染された水により感染症で死ぬこと」は進化の
過程で経験しており、ヒトは「臭い水は危ないこと」は
教わらずとも遺伝的に理解している。「水が汚い」と心
配できるものが生き残ってきたが、心配しすぎることで不
安神経症や強迫性障害が発症する。ダーウィンは「他
者と共感できる個体を最も有する集団が、最も栄えより
多くの子孫を残す」と述べており、子孫繁栄には共感
が大切である。共感できない人を我 は々サイコパスと呼び
異質と扱う。このように進化の過程で生じる不安感や共

感などの複雑な心の動きが、精神疾患の発症に関与す
る。最後に「優しく共感的で利他的だからこそヒトは生き
残ってきた」と締めくくられました。
　続いての懇親会は、白石将史が司会を務めさせて頂
きました。ご来賓代表挨拶として大阪医科薬科大学理事
長・学長 佐野浩一先生、大阪医科薬科大学病院長 
勝間田敬弘先生、大阪医科薬科大学副学長 南 敏明
先生よりご挨拶を賜りました。続いて高槻市医師会会長 
保田 浩先生より、医師会運営において仁泉会会員には
多大なご協力を頂いていること、大阪医科薬科大学とは
今後とも密に連携を取っていくことを話されました。

　乾杯のご発声を小野秀
太先生より賜り、しばし歓
談の後、母校教授にご挨
拶をして頂きました。佐浦
隆一先生（リハビリテーショ
ン医学）、高須 朗先生（救
急医学） 、近藤洋一先生
（解剖学） 、伊藤隆英先
生（医学教育センター）、
中野隆史先生（微生物学・
感染制御学）、萩森伸一

先生（耳鼻咽喉科・頭頚部外科学）、小野富三人先
生（生理学）、鰐渕昌彦先生（脳神経外科学）、上田
英一郎先生（クオリティ・インディケーター管理室） 、河
野武弘先生（輸血室）、森田英晃先生（内科学Ⅲ）、
喜田照代先生（眼科学） 、大槻周平先生 （整形外科
学）、藤阪保仁先生（腫瘍内科学 )、金沢徹文先生（神
経精神医学）、塗 隆志先生（形成外科学）より賜りま
した。
　続いて長寿のお祝いを、
卒寿：市岡五道先生、東原康雄先生に、
米寿：川部由已先生、原 卓司先生に、
傘寿：石河清彦先生、坂中 勝先生、平野敏行先生、
　　　宮城建雄先生に、
喜寿：小西和孝先生、高松順太先生、難波 健先生、
　　　西本 孝先生に、
古希：後山尚久先生、清水 篤先生、土居宗算先生、
　　　柳川敏夫先生にさせて頂き、代表して石河清彦
先生よりご挨拶を頂きました。
　新入会員など初参加の先生方のご挨拶を、本郷仁志
先生のご紹介で、中島久和先生、大関ゆか先生、野呂
恵起先生より頂きました。最後に閉会の挨拶を新井基弘
先生より頂きました。

　コロナ禍もあけ、今年は多くの先生方にお集まり頂き、
盛大に高槻支部総会を開催することができましたことを
役員一同大変喜ばしく思っております。高槻支部は母校
のお膝元にあり、これからも母校の先生方と密に協力し
て地域医療に貢献していく所存でございます。今後とも
よろしくお願い致します。

＜川西支部＞
　前支部長　土肥恒夫 先生（学 28 期）　　→　　新支部長　織田行雄 先生（学 37 期）

支部長交代のお知らせ
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保田支部長（左）上野 豊 仁泉会理事長（右）

勝間田敬弘
病院長

南 敏明
副学長

　令和７年６月２１日（土）、ホテルアベストグランデ高槻
で令和７年度仁泉会高槻支部総会が開催されました。
梅雨の時期でしたが晴天に恵まれ、御来賓２０名、会員
３９名、特別会員３名、高槻支部特別会員４名の計６６
名の先生にご出席して頂きました。
　総会では合田公志先生が司会を務め、始めに支部
長 保田 浩先生よりご挨拶を頂き、次に仁泉会理事長 
上野 豊先生よりご来賓のご挨拶と仁泉会の現状のご報
告を頂きました。総会議事として合田公志先生より令和
６年度収支決算の説明があり承認されました。

高槻支部総会・懇親会報告

文責／白石将史（学 50期）

　特別講演では座長を新井基弘先生が務め、大阪医
科薬科大学神経精神医学教室教授 金沢徹文先生より
「人類の進化と心の起源」という演題でご講演を賜りまし
た。講演内容は、種の起源、人類の進化から精神疾患、
心について遺伝子研究を交えながら興味深く、分かりや
すくご講演頂きました。人類は進化の過程で、魚を食べ
ることでＤＨＡを摂取し脳が大きくなり、石を使うことで獲
物を狩れるようになり、集団で生活することで定住して農
業ができるようになり、適者生存の原則でヒトに進化した。
進化の過程で、ネアンデルタール人の遺伝子の 1～４％
が現世人類に残っており、ネアンデルタール人と現世人
類の疾患の遺伝子を比較すると統合失調症の遺伝子
セットのみがネアンデルタール人の遺伝子と相関があっ
た。「汚染された水により感染症で死ぬこと」は進化の
過程で経験しており、ヒトは「臭い水は危ないこと」は
教わらずとも遺伝的に理解している。「水が汚い」と心
配できるものが生き残ってきたが、心配しすぎることで不
安神経症や強迫性障害が発症する。ダーウィンは「他
者と共感できる個体を最も有する集団が、最も栄えより
多くの子孫を残す」と述べており、子孫繁栄には共感
が大切である。共感できない人を我 は々サイコパスと呼び
異質と扱う。このように進化の過程で生じる不安感や共

感などの複雑な心の動きが、精神疾患の発症に関与す
る。最後に「優しく共感的で利他的だからこそヒトは生き
残ってきた」と締めくくられました。
　続いての懇親会は、白石将史が司会を務めさせて頂
きました。ご来賓代表挨拶として大阪医科薬科大学理事
長・学長 佐野浩一先生、大阪医科薬科大学病院長 
勝間田敬弘先生、大阪医科薬科大学副学長 南 敏明
先生よりご挨拶を賜りました。続いて高槻市医師会会長 
保田 浩先生より、医師会運営において仁泉会会員には
多大なご協力を頂いていること、大阪医科薬科大学とは
今後とも密に連携を取っていくことを話されました。

　乾杯のご発声を小野秀
太先生より賜り、しばし歓
談の後、母校教授にご挨
拶をして頂きました。佐浦
隆一先生（リハビリテーショ
ン医学）、高須 朗先生（救
急医学） 、近藤洋一先生
（解剖学） 、伊藤隆英先
生（医学教育センター）、
中野隆史先生（微生物学・
感染制御学）、萩森伸一

先生（耳鼻咽喉科・頭頚部外科学）、小野富三人先
生（生理学）、鰐渕昌彦先生（脳神経外科学）、上田
英一郎先生（クオリティ・インディケーター管理室） 、河
野武弘先生（輸血室）、森田英晃先生（内科学Ⅲ）、
喜田照代先生（眼科学） 、大槻周平先生 （整形外科
学）、藤阪保仁先生（腫瘍内科学 )、金沢徹文先生（神
経精神医学）、塗 隆志先生（形成外科学）より賜りま
した。
　続いて長寿のお祝いを、
卒寿：市岡五道先生、東原康雄先生に、
米寿：川部由已先生、原 卓司先生に、
傘寿：石河清彦先生、坂中 勝先生、平野敏行先生、
　　　宮城建雄先生に、
喜寿：小西和孝先生、高松順太先生、難波 健先生、
　　　西本 孝先生に、
古希：後山尚久先生、清水 篤先生、土居宗算先生、
　　　柳川敏夫先生にさせて頂き、代表して石河清彦
先生よりご挨拶を頂きました。
　新入会員など初参加の先生方のご挨拶を、本郷仁志
先生のご紹介で、中島久和先生、大関ゆか先生、野呂
恵起先生より頂きました。最後に閉会の挨拶を新井基弘
先生より頂きました。

　コロナ禍もあけ、今年は多くの先生方にお集まり頂き、
盛大に高槻支部総会を開催することができましたことを
役員一同大変喜ばしく思っております。高槻支部は母校
のお膝元にあり、これからも母校の先生方と密に協力し
て地域医療に貢献していく所存でございます。今後とも
よろしくお願い致します。

大阪医科薬科大学
神経精神医学教室教授 
金沢徹文先生

佐野浩一
理事長・学長

小野秀太先生
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　令和７年６月２１日（土）、ホテルアベストグランデ高槻
で令和７年度仁泉会高槻支部総会が開催されました。
梅雨の時期でしたが晴天に恵まれ、御来賓２０名、会員
３９名、特別会員３名、高槻支部特別会員４名の計６６
名の先生にご出席して頂きました。
　総会では合田公志先生が司会を務め、始めに支部
長 保田 浩先生よりご挨拶を頂き、次に仁泉会理事長 
上野 豊先生よりご来賓のご挨拶と仁泉会の現状のご報
告を頂きました。総会議事として合田公志先生より令和
６年度収支決算の説明があり承認されました。

　特別講演では座長を新井基弘先生が務め、大阪医
科薬科大学神経精神医学教室教授 金沢徹文先生より
「人類の進化と心の起源」という演題でご講演を賜りまし
た。講演内容は、種の起源、人類の進化から精神疾患、
心について遺伝子研究を交えながら興味深く、分かりや
すくご講演頂きました。人類は進化の過程で、魚を食べ
ることでＤＨＡを摂取し脳が大きくなり、石を使うことで獲
物を狩れるようになり、集団で生活することで定住して農
業ができるようになり、適者生存の原則でヒトに進化した。
進化の過程で、ネアンデルタール人の遺伝子の 1～４％
が現世人類に残っており、ネアンデルタール人と現世人
類の疾患の遺伝子を比較すると統合失調症の遺伝子
セットのみがネアンデルタール人の遺伝子と相関があっ
た。「汚染された水により感染症で死ぬこと」は進化の
過程で経験しており、ヒトは「臭い水は危ないこと」は
教わらずとも遺伝的に理解している。「水が汚い」と心
配できるものが生き残ってきたが、心配しすぎることで不
安神経症や強迫性障害が発症する。ダーウィンは「他
者と共感できる個体を最も有する集団が、最も栄えより
多くの子孫を残す」と述べており、子孫繁栄には共感
が大切である。共感できない人を我 は々サイコパスと呼び
異質と扱う。このように進化の過程で生じる不安感や共

感などの複雑な心の動きが、精神疾患の発症に関与す
る。最後に「優しく共感的で利他的だからこそヒトは生き
残ってきた」と締めくくられました。
　続いての懇親会は、白石将史が司会を務めさせて頂
きました。ご来賓代表挨拶として大阪医科薬科大学理事
長・学長 佐野浩一先生、大阪医科薬科大学病院長 
勝間田敬弘先生、大阪医科薬科大学副学長 南 敏明
先生よりご挨拶を賜りました。続いて高槻市医師会会長 
保田 浩先生より、医師会運営において仁泉会会員には
多大なご協力を頂いていること、大阪医科薬科大学とは
今後とも密に連携を取っていくことを話されました。

　乾杯のご発声を小野秀
太先生より賜り、しばし歓
談の後、母校教授にご挨
拶をして頂きました。佐浦
隆一先生（リハビリテーショ
ン医学）、高須 朗先生（救
急医学） 、近藤洋一先生
（解剖学） 、伊藤隆英先
生（医学教育センター）、
中野隆史先生（微生物学・
感染制御学）、萩森伸一

先生（耳鼻咽喉科・頭頚部外科学）、小野富三人先
生（生理学）、鰐渕昌彦先生（脳神経外科学）、上田
英一郎先生（クオリティ・インディケーター管理室） 、河
野武弘先生（輸血室）、森田英晃先生（内科学Ⅲ）、
喜田照代先生（眼科学） 、大槻周平先生 （整形外科
学）、藤阪保仁先生（腫瘍内科学 )、金沢徹文先生（神
経精神医学）、塗 隆志先生（形成外科学）より賜りま
した。
　続いて長寿のお祝いを、
卒寿：市岡五道先生、東原康雄先生に、
米寿：川部由已先生、原 卓司先生に、
傘寿：石河清彦先生、坂中 勝先生、平野敏行先生、
　　　宮城建雄先生に、
喜寿：小西和孝先生、高松順太先生、難波 健先生、
　　　西本 孝先生に、
古希：後山尚久先生、清水 篤先生、土居宗算先生、
　　　柳川敏夫先生にさせて頂き、代表して石河清彦
先生よりご挨拶を頂きました。
　新入会員など初参加の先生方のご挨拶を、本郷仁志
先生のご紹介で、中島久和先生、大関ゆか先生、野呂
恵起先生より頂きました。最後に閉会の挨拶を新井基弘
先生より頂きました。

〈出席者〉
ご来賓　
上野 豊先生 （仁泉会理事長　学２７期）
佐野浩一先生 （大阪医科薬科大学理事長・学長　学２９期）
勝間田敬弘先生 （大阪医科薬科大学病院長）
南 敏明先生 （大阪医科薬科大学副学長　学３６期）
佐浦隆一先生 （リハビリテーション医学）
高須 朗先生 （救急医学　学３５期） 
近藤洋一先生 （解剖学） 
伊藤隆英先生 （医学教育センター　学３８期）
中野隆史先生 （微生物学・感染制御学　学３８期）
萩森伸一先生 （耳鼻咽喉科・頭頚部外科学　学３８期）
小野富三人先生 （生理学）
鰐渕昌彦先生 （脳神経外科学）
上田英一郎先生 （クオリティ・インディケーター管理室　学４０期）
河野武弘先生 （輸血室　学４１期）
森田英晃先生 （内科学Ⅲ　学４４期）
喜田照代先生 （眼科学　学４５期） 
大槻周平先生 （整形外科学　学４７期）
藤阪保仁先生 （腫瘍内科学　学４７期）
金沢徹文先生 （神経精神医学　学４９期）
塗 隆志先生 （形成外科学　学５２期）

支部会員（敬称略）
丸山俊郎 （学 12 期）
小野秀太 （学 17 期）
伊藤正尚 （学 18 期）
石河清彦 （学 20 期）
木野昌也 （学 20 期）
大津弥平 （学 21 期）
後藤研三 （学 21 期）
高松順太 （学 21 期）
櫟原茂之 （学 22 期）
小林一朗 （学 29 期）
梁 壽男 （学 29 期）
豊田昌夫 （学 30 期）
稲毛昭彦 （学 31 期）

保田 浩 （学 31 期）
岡村武彦 （学 32 期）
新井基弘 （学 36 期）
植田直樹 （学 36 期）
本郷仁志 （学 38 期）
下村裕章 （学 38 期）
合田公志 （学 42 期）
後藤昌弘 （学 42 期）
川部伸一郎 （学 43 期）
小林稔弘 （学 43 期）
富田誠司 （学 43 期）
中島久和 （学 44 期）
市岡従道 （学 45 期）

森内宏充 （学 45 期）
辻雄一郎 （学 47 期）
西原賢太郎 （学 47 期）
峰晴昭仁 （学 47 期）
松本浩明 （学 48 期）
紀 貴之 （学 50 期）
白石奈々子 （学 50 期）
白石将史 （学 50 期）
大関道薫 （学 56 期）
奥平 尊 （学 56 期）
城戸晴規 （学 56 期）
大関ゆか （学 57 期）
野呂恵起 （学 63 期）

特別会員（敬称略）
澤田賢市 （昭和５３年卒）
西野弘志 （昭和５９年卒）
大西恭子 （平成１２年卒）

高槻支部特別会員（敬称略）
竹内 望 （平成５年卒）
森田英次郎 （平成８年卒）
竹内利寿 （平成１０年卒）
田辺敏明 （平成１０年卒）

　コロナ禍もあけ、今年は多くの先生方にお集まり頂き、
盛大に高槻支部総会を開催することができましたことを
役員一同大変喜ばしく思っております。高槻支部は母校
のお膝元にあり、これからも母校の先生方と密に協力し
て地域医療に貢献していく所存でございます。今後とも
よろしくお願い致します。

　８月の最終日曜日、３１日に京都仁泉会の３０年以上続
く恒例の夏の音楽の夕べがホテルオークラ京都で開催さ
れました。今年の夏は、５０－５０（猛暑日 ― 熱帯夜）
を２年連続して京都市は達成したという報道があったとお
り、当日も厳しい暑さに見舞われましたが、３１名の方が
参加されました。　
　今年はチェロとハープという組み合わせで弦楽器の調
べを楽しみました。チェロ奏者は日本センチュリー交響楽
団の首席チェロ奏者の北口大輔さん、ハープ奏者は関
西を中心にソロとしてまたオーケストラとの共演で活躍さ
れている山路利保さんでした。
　チェロの力強い音色とハープの柔らかい音色とが調和
し素晴らしい調べでした。チェロの演奏で有名なサンサー
ンスの ‘白鳥’ から始まり、次から次と演奏されましたが、
圧巻はヴァイオリンの超技巧曲で知られるパガニーニ作
曲の ‘モーゼ幻想曲’ でした。チェロで演奏するのも高
度な技術が必要とされる曲の演奏が始まると、会場全体
が緊張感にあふれ演奏が終わると割れんばかりの拍手
でした。最後は誰もが聴いたことのあるマスネ作曲の ‘タ
イスの瞑想曲’ でコンサートがしめくくられました。
　演奏の後、北口さん、山路さんも加わっていただいて
集合写真を撮りました。

京都仁泉会　
夏の音楽の夕べ ２０２５

文責／森本博子（学 24期）

　引き続いて懇親会となりました。塩見聡史副会長の司
会でまず内田 實先生が壇上に上がられ、この一年間に
鬼籍に入られた上原従正先生、森本英夫先生のご冥
福を祈り献杯が捧げられました。ホテルオークラの食事を
いただきながら各テーブルでは話がはずんでいました。
この会はご家族の参加大歓迎ですので今回も６名のご
家族が参加され、会場の雰囲気が一層和やかに晴れ
やかになりました。
　最後に北岡治子副会長のご挨拶がありました。次回
１１月１５日の学術講演会のご案内があり、参加を呼びか
けられ、お開きとなりました。
参加者（敬称略）　
内田 實夫妻・太田 稔（学１２期）、中部瞭子（学１３期）、
島田眞久夫妻・杉之下公子（学１４期）、今村喜久子（学
１７期）、竹内宏一（学１８期）、舟木 亮夫妻（学２２期）、
竹中 洋夫妻・田代 博夫妻・西本 孝（学２３期）、森
本博子（学２４期）、浅野明美（学２５期）、水谷均夫妻（学
２６期）、堀口典子（学２７期）、蘆田 潔・蘆田ひろみ・
北岡治子・萩原暢子（学２８期）、寺村和久（学３７期）、
柏木元実（学３９期）、尾野真弓（学４０期）、塩見聡史（学
４４期）、中部奈美（学４７期）
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　令和７年６月２１日（土）、ホテルアベストグランデ高槻
で令和７年度仁泉会高槻支部総会が開催されました。
梅雨の時期でしたが晴天に恵まれ、御来賓２０名、会員
３９名、特別会員３名、高槻支部特別会員４名の計６６
名の先生にご出席して頂きました。
　総会では合田公志先生が司会を務め、始めに支部
長 保田 浩先生よりご挨拶を頂き、次に仁泉会理事長 
上野 豊先生よりご来賓のご挨拶と仁泉会の現状のご報
告を頂きました。総会議事として合田公志先生より令和
６年度収支決算の説明があり承認されました。

　特別講演では座長を新井基弘先生が務め、大阪医
科薬科大学神経精神医学教室教授 金沢徹文先生より
「人類の進化と心の起源」という演題でご講演を賜りまし
た。講演内容は、種の起源、人類の進化から精神疾患、
心について遺伝子研究を交えながら興味深く、分かりや
すくご講演頂きました。人類は進化の過程で、魚を食べ
ることでＤＨＡを摂取し脳が大きくなり、石を使うことで獲
物を狩れるようになり、集団で生活することで定住して農
業ができるようになり、適者生存の原則でヒトに進化した。
進化の過程で、ネアンデルタール人の遺伝子の 1～４％
が現世人類に残っており、ネアンデルタール人と現世人
類の疾患の遺伝子を比較すると統合失調症の遺伝子
セットのみがネアンデルタール人の遺伝子と相関があっ
た。「汚染された水により感染症で死ぬこと」は進化の
過程で経験しており、ヒトは「臭い水は危ないこと」は
教わらずとも遺伝的に理解している。「水が汚い」と心
配できるものが生き残ってきたが、心配しすぎることで不
安神経症や強迫性障害が発症する。ダーウィンは「他
者と共感できる個体を最も有する集団が、最も栄えより
多くの子孫を残す」と述べており、子孫繁栄には共感
が大切である。共感できない人を我 は々サイコパスと呼び
異質と扱う。このように進化の過程で生じる不安感や共

感などの複雑な心の動きが、精神疾患の発症に関与す
る。最後に「優しく共感的で利他的だからこそヒトは生き
残ってきた」と締めくくられました。
　続いての懇親会は、白石将史が司会を務めさせて頂
きました。ご来賓代表挨拶として大阪医科薬科大学理事
長・学長 佐野浩一先生、大阪医科薬科大学病院長 
勝間田敬弘先生、大阪医科薬科大学副学長 南 敏明
先生よりご挨拶を賜りました。続いて高槻市医師会会長 
保田 浩先生より、医師会運営において仁泉会会員には
多大なご協力を頂いていること、大阪医科薬科大学とは
今後とも密に連携を取っていくことを話されました。

　乾杯のご発声を小野秀
太先生より賜り、しばし歓
談の後、母校教授にご挨
拶をして頂きました。佐浦
隆一先生（リハビリテーショ
ン医学）、高須 朗先生（救
急医学） 、近藤洋一先生
（解剖学） 、伊藤隆英先
生（医学教育センター）、
中野隆史先生（微生物学・
感染制御学）、萩森伸一

先生（耳鼻咽喉科・頭頚部外科学）、小野富三人先
生（生理学）、鰐渕昌彦先生（脳神経外科学）、上田
英一郎先生（クオリティ・インディケーター管理室） 、河
野武弘先生（輸血室）、森田英晃先生（内科学Ⅲ）、
喜田照代先生（眼科学） 、大槻周平先生 （整形外科
学）、藤阪保仁先生（腫瘍内科学 )、金沢徹文先生（神
経精神医学）、塗 隆志先生（形成外科学）より賜りま
した。
　続いて長寿のお祝いを、
卒寿：市岡五道先生、東原康雄先生に、
米寿：川部由已先生、原 卓司先生に、
傘寿：石河清彦先生、坂中 勝先生、平野敏行先生、
　　　宮城建雄先生に、
喜寿：小西和孝先生、高松順太先生、難波 健先生、
　　　西本 孝先生に、
古希：後山尚久先生、清水 篤先生、土居宗算先生、
　　　柳川敏夫先生にさせて頂き、代表して石河清彦
先生よりご挨拶を頂きました。
　新入会員など初参加の先生方のご挨拶を、本郷仁志
先生のご紹介で、中島久和先生、大関ゆか先生、野呂
恵起先生より頂きました。最後に閉会の挨拶を新井基弘
先生より頂きました。

　コロナ禍もあけ、今年は多くの先生方にお集まり頂き、
盛大に高槻支部総会を開催することができましたことを
役員一同大変喜ばしく思っております。高槻支部は母校
のお膝元にあり、これからも母校の先生方と密に協力し
て地域医療に貢献していく所存でございます。今後とも
よろしくお願い致します。

令和 8 年度仁泉会学術集会助成申請について
令和 8年度（２０２６年４月１日～２０２７年３月末日）において、仁泉会会員が主催する

学会に対する助成申請の受付を２０２5年１２月１日より開始します。（提出期限：令和 8年１月末日）

申請を希望する会員は、規程をご一読の上、申請書を事務局までご提出下さい。

申請書は仁泉会ホームページからダウンロードいただくか、事務局までお申し出下さい。

仁泉会事務局

仁泉会ホームページ 大阪医科薬科大学仁泉会

jimu@jinsenkai.net tel :072-682-6166 fax:072-682-6636

Ｒ８.あかつき会案内
　１０月に入りましたが未だに残暑の残る今日この頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
　さて、令和８年（２０２６年）のあかつき会を奈良県担当で開催することが昨年のあかつき会で決まりま
した。令和８年の９月のカレンダーでは敬老の日を挟んで4連休（土日を含めば６連休）で休日が続きます。
そのためこの時期を外して令和６年と同じような９月２７日（日）に開催いたします。

　以下の要領で予定を組みました。
　あかつき会の皆様は来年の予定に入れておいてください。
　改めて出欠の確認のためのご案内をお送りします。

日　時：令和８年９月２７日（日）１２時～１４時
場　所：ホテル日航奈良
　　　　〒630-8122 奈良県奈良市三条本町8-1　 
　　　　TEL 0742-35-8831
交通アクセス：JR奈良駅の西口に直結
　　　　※近鉄奈良駅からは徒歩約12分です。　　　　　
会　費：２０,０００円（当日徴収します）

幹事：古家 仁、奥田隆章、久保光彦、今城 一
記：２０２５年１０月１日

平成２０年卒  学５７期  クラス会開催のご案内
　来年の３月にクラス会開催をいたします。
　お手数ですが、出欠をGoogleフォームにて１２月末日までにお知らせ下さい。
　クラスのLINEグループへ参加ご希望の先生は浅石までご連絡をお願いいたします。
　みなさまのご参加、お待ちしております。

日　時：２０２６年３月８日（日）１２時～１４時
場　所：ヒルトン大阪

幹事：浅石 健 （参加申込はこちら）

２０２５年（令和７年）７月　質問状 

文責／魚橋病院気付  冨中愛一郎（学 27期）

j i n s e n - p a r k

　半年前には、裂肛や痔瘻（じろう）がありましたが、
おさまり安心していましたが、今度は１か月前に左腹痛が
時々あって、右腹鳴が近ごろ時々生じ、排便後紙に一
個の血点がつきました。症状として一週間前、２日続い
て太い便柱のあと軟らかい細い便が出て 4日目に細長い
２条の便柱が出たので、左下腹痛もあり診断は回盲部の
肛側大腸への陥入が進んでいる腸重積と思いました。
　今思う事は、この病態の寛解手術は？また気をつけ
る対処方法は？また検査は？です。
　どうぞよろしくご助言のお手紙ください。

敬具

　消化器内科外科医学の 〈腸重積症〉 について検査
方法、治療方法をお伺いします。
　私事、現在７４歳ですが、若い頃　痔核結紮術、１年
前に左鼠経ヘルニア内視鏡手術、１０年前に左手首の悪
性黒色腫の形成外科での右下腹部の遊離皮弁移植手
術の既往あり。
　大抵いつも１日１回の排便ですが、排便困難で飴ね
ぶり、トイレの湯ノズル使用、大腸あたりをさすって排便
を促すのが頻回でした。
　消化管には順蠕動と逆蠕動がある訳で、そこへ時々
薬のコリン剤と抗コリン剤を内服しており僕はバカだから
順方向ばかりしごいて排便していました。
　治療として高圧浣腸～不可能ならば緊急手術と本に
あり。それで整復しておかないと便秘してイレウス腸閉塞
のおそれあり。
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軽音楽部 新部長・田中智人先生を
囲む会 開催報告　

文責／二村吉継（学 49期）

j i n s e n - p a r k

の曲は９ｔｈ音が印象的に響くアルペジオのイントロから始
まります。音楽には、記憶を瞬時に呼び覚ます力があり、
あの頃の音、部室、仲間たち──そのすべてが音に乗っ
てよみがえり、田中先生をはじめ、学生時代を共に過ご
した先生方の胸に深く響いた時間でありました。

　歓談と食事を挟んだのち、出席者全員が一言ずつ近
況を語り合う時間となりました。学生時代の思い出や近況
報告を通じて、世代を超えて交流の輪が広がりました。
それぞれの学生時代の軽音楽部での思い出は今なお心
に刻まれていて、医師になった後も音楽を通じて、人生を
より豊かにするエピソードが多く語られました。一方で、学
生時代には社会に出る前の情熱と未熟さが共存している
時期であるがゆえの失敗を含む思い出話も語られました。
現役部員達へは「社会の一員として責任を持ちながら、
音楽を存分に楽しんでほしい」という温かい助言が寄
せられました。田中先生には、学生と社会をつなぎ、教
育的な立場からその成長を見守っていただきたいという、
ＯＢ・ＯＧ一同の思いが込められたひとときでもありました。

　全員の挨拶が終わると、塙・三田・河野・石﨑・二村・
木村の各先生による第二部の演奏が行われました。そ
の中で田中先生が愛聴される Sting がカバーした The 
Beatlesの名曲“A Day in the Life”が演奏されました。
続くジャズナンバー “Mercy, Mercy, Mercy” では、前
部長・星賀先生が即興のピアノソロで参加され、大きな
拍手が送られました。即興演奏のソロ回しはバンド演奏
の醍醐味でもあり、三田先生のサックスソロ、私（二村）
のギターソロ、木村先生のピアノソロとその瞬間に生まれ
るグルーヴは、まさに軽音楽部ならではの一体感へと昇
華されました。

　令和７年１０月１１日（土）、大阪市北区のジャズクラブ
「GALLON（ガロン）」にて、「軽音楽部 新部長・田中
智人先生を囲む会」が開催されました。
　北新地にほど近い落ち着いた街角に位置するこの店
は、かつて音楽愛好家の間で知られた老舗「Mister 
Kelly's」があった場所で、その閉店を機に軽音楽部ＯＢ
の三田先生がジャズクラブとして存続するためにオーナー
として引き継がれた名店です。日々 上質なジャズの生演
奏が楽しめる空間として多くの音楽ファンに親しまれてお
り、軽音楽部にとってはこれ以上ないふさわしい会場とな
りました。現役部員と多くのＯＢ・ＯＧが集まり、音楽と笑
顔に包まれた心温まる会となりました。

　司会の石﨑先生の進行で会がスタート。まず、新部
長に就任された産婦人科学教室教授・田中先生の同
級生である平山先生と鎌田先生による乾杯のご発声で、
和やかな雰囲気のなか会が幕を開けました。

　続いて、櫻井・二村・藤山・垣田の各先生によるバ
ンド演奏が行われ、学生時代からオリジナルの楽曲を作っ
てきたメンバーでオリジナル曲２曲に加え、田中先生が学
生時代から愛聴し、何度も演奏されたThe Police の名
曲 “Every Breath You Take” が披露されました。こ

　会も終わりに近づき、いよいよ星賀先生と田中先生、
新旧部長にそれぞれにご挨拶をいただきました。
　星賀先生からは、長年にわたり部長としてご尽力され
たご経験を踏まえ、田中先生とこれからの軽音楽部に対
する温かい励ましの言葉とともに、その思いを次の世代
へのバトンとして託されました。
　田中先生からは、軽音楽部で過ごしたご自身の経験
と共に、今後の軽音楽部のさらなる発展と学生たちを見
守っていく決意が語られました。

　続いて記念品の贈呈が行われました。星賀先生には
元キャプテンの池田先生から、田中先生には現役部員
を代表して飯居さんから、それぞれ記念品が手渡されま
した。記念品はピアノをモチーフにしたイタリア・Marlen
製のボールペンで、ピアニストでもあるお二人の先生に
大変喜んでいただき、参加者一同から両先生への感謝
と祝福の拍手が惜しみなく送られました。

　閉会にあたっては、河野先生よりご挨拶があり、軽音
楽部のさらなる発展と再会を誓う言葉で締めくくられまし
た。全員で記念撮影を行い、音楽と笑顔に満ちたひと
ときが、参加者の皆さまには永く記憶に残る会となったこ
とと思います。

　今回は有志で開催した会でしたので、田中先生の学
生時代を共に過ごした先生方を中心に集まっていただき
ました。そのため、ご案内の行き届かなかった先生には
大変失礼をいたしましたが、ＯＢ・ＯＧ・現役が一体となり、
軽音楽部の絆と伝統が脈 と々受け継がれていることを改
めて実感する会となりました。
　今後もこのような交流の機会を通じて、母校軽音楽部
の活動を末永く応援してまいりたいと思います。
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の曲は９ｔｈ音が印象的に響くアルペジオのイントロから始
まります。音楽には、記憶を瞬時に呼び覚ます力があり、
あの頃の音、部室、仲間たち──そのすべてが音に乗っ
てよみがえり、田中先生をはじめ、学生時代を共に過ご
した先生方の胸に深く響いた時間でありました。

　歓談と食事を挟んだのち、出席者全員が一言ずつ近
況を語り合う時間となりました。学生時代の思い出や近況
報告を通じて、世代を超えて交流の輪が広がりました。
それぞれの学生時代の軽音楽部での思い出は今なお心
に刻まれていて、医師になった後も音楽を通じて、人生を
より豊かにするエピソードが多く語られました。一方で、学
生時代には社会に出る前の情熱と未熟さが共存している
時期であるがゆえの失敗を含む思い出話も語られました。
現役部員達へは「社会の一員として責任を持ちながら、
音楽を存分に楽しんでほしい」という温かい助言が寄
せられました。田中先生には、学生と社会をつなぎ、教
育的な立場からその成長を見守っていただきたいという、
ＯＢ・ＯＧ一同の思いが込められたひとときでもありました。

　全員の挨拶が終わると、塙・三田・河野・石﨑・二村・
木村の各先生による第二部の演奏が行われました。そ
の中で田中先生が愛聴される Sting がカバーした The 
Beatlesの名曲“A Day in the Life”が演奏されました。
続くジャズナンバー “Mercy, Mercy, Mercy” では、前
部長・星賀先生が即興のピアノソロで参加され、大きな
拍手が送られました。即興演奏のソロ回しはバンド演奏
の醍醐味でもあり、三田先生のサックスソロ、私（二村）
のギターソロ、木村先生のピアノソロとその瞬間に生まれ
るグルーヴは、まさに軽音楽部ならではの一体感へと昇
華されました。

　令和７年１０月１１日（土）、大阪市北区のジャズクラブ
「GALLON（ガロン）」にて、「軽音楽部 新部長・田中
智人先生を囲む会」が開催されました。
　北新地にほど近い落ち着いた街角に位置するこの店
は、かつて音楽愛好家の間で知られた老舗「Mister 
Kelly's」があった場所で、その閉店を機に軽音楽部ＯＢ
の三田先生がジャズクラブとして存続するためにオーナー
として引き継がれた名店です。日々 上質なジャズの生演
奏が楽しめる空間として多くの音楽ファンに親しまれてお
り、軽音楽部にとってはこれ以上ないふさわしい会場とな
りました。現役部員と多くのＯＢ・ＯＧが集まり、音楽と笑
顔に包まれた心温まる会となりました。

　司会の石﨑先生の進行で会がスタート。まず、新部
長に就任された産婦人科学教室教授・田中先生の同
級生である平山先生と鎌田先生による乾杯のご発声で、
和やかな雰囲気のなか会が幕を開けました。

　続いて、櫻井・二村・藤山・垣田の各先生によるバ
ンド演奏が行われ、学生時代からオリジナルの楽曲を作っ
てきたメンバーでオリジナル曲２曲に加え、田中先生が学
生時代から愛聴し、何度も演奏されたThe Police の名
曲 “Every Breath You Take” が披露されました。こ

　会も終わりに近づき、いよいよ星賀先生と田中先生、
新旧部長にそれぞれにご挨拶をいただきました。
　星賀先生からは、長年にわたり部長としてご尽力され
たご経験を踏まえ、田中先生とこれからの軽音楽部に対
する温かい励ましの言葉とともに、その思いを次の世代
へのバトンとして託されました。
　田中先生からは、軽音楽部で過ごしたご自身の経験
と共に、今後の軽音楽部のさらなる発展と学生たちを見
守っていく決意が語られました。

　続いて記念品の贈呈が行われました。星賀先生には
元キャプテンの池田先生から、田中先生には現役部員
を代表して飯居さんから、それぞれ記念品が手渡されま
した。記念品はピアノをモチーフにしたイタリア・Marlen
製のボールペンで、ピアニストでもあるお二人の先生に
大変喜んでいただき、参加者一同から両先生への感謝
と祝福の拍手が惜しみなく送られました。

　閉会にあたっては、河野先生よりご挨拶があり、軽音
楽部のさらなる発展と再会を誓う言葉で締めくくられまし
た。全員で記念撮影を行い、音楽と笑顔に満ちたひと
ときが、参加者の皆さまには永く記憶に残る会となったこ
とと思います。

　今回は有志で開催した会でしたので、田中先生の学
生時代を共に過ごした先生方を中心に集まっていただき
ました。そのため、ご案内の行き届かなかった先生には
大変失礼をいたしましたが、ＯＢ・ＯＧ・現役が一体となり、
軽音楽部の絆と伝統が脈 と々受け継がれていることを改
めて実感する会となりました。
　今後もこのような交流の機会を通じて、母校軽音楽部
の活動を末永く応援してまいりたいと思います。

参加者　（敬称略）
星賀正明 学 34 期
岩崎善毅 学 35 期
塙 力哉 学 35 期
三田浩司 学 38 期
山下英丸 学 40 期
河野武弘　 学 41 期
新関 亮　 学 43 期
清水啓二 学 44 期
成田敬介 学 44 期

石﨑英介 学 45 期
櫻井幹士 学 45 期
佐竹信哉 学 48 期
木村光誠 学 49 期
佐久間 航 学 49 期
田尻健介 学 49 期
土居 温 学 49 期
二村吉継　 学 49 期
乾 崇樹 学 50 期

金森敬子 学 50 期
佐久間知子 学 50 期
田代圭太郎 学 50 期
藤山 徹 学 50 期
鎌田航也 学 52 期
田中智人 学 52 期
平山 尚　 学 52 期
垣田 謙 学 54 期
木村誠吾 学 57 期

奥野隆祐 学 64 期
芦邊祐規 学 68 期
垣内俊祐 学 70 期
池田裕菜 学 73 期
上田匠真 医学部 6年
飯居華美友 医学部 5年
石原幸佳 医学部 3年
上西輝征 医学部 3年

会 員 著 書

この度、飯島崇史先生（学 25 期）が「行雲流水抄 3」を発刊されましたのでご紹介させていただきます。
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序文（ニュースタンダード整形外科の臨床 第３巻）

　ニュースタンダード整形外科の臨床 第３巻「整形外科の薬物療
法・保存療法」はシリーズ全体の意図に沿って、整形外科勤務
医や整形外科開業医、プライマリケア医に臨床現場でリアルに役
立つことを目指して作られています。
　薬物療法はこの十数年で劇的に進歩しました。従来、整形外
科的な鎮痛薬としては非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）やアセ
トアミノフェンが主流でした。腰痛診療ガイドライン２０１２でも急性・
慢性腰痛にこの２つの薬剤が第一選択薬になっています。しかし
腰痛診療ガイドライン２０１９では急性腰痛にはNSAIDsが推奨され
ていますが、慢性腰痛にはセロトニン・ノルアドレナリン再取り込み
阻害薬（デュロキセチン）や弱オピオイドなどが推奨薬の上位に示
されています。近年、慢性疼痛に対する知見が劇的に進化し、現
在では痛みの種類として、侵害受容性疼痛・神経障害性疼痛・
痛覚変調性疼痛の３つに分類され、痛みに対する考え方や治療が
格段に進歩してきました。神経障害性疼痛治療薬としてのプレガバ
リンやミロガバリンの登場は頑固な慢性神経痛治療に際して大きな
役割を果たしています。この本では従来からある鎮痛薬に加えてこ
れらの新しいタイプの鎮痛薬もそれぞれ専門家に解説していただい
ています。

　関節リウマチもＤＭＡＲＤｓ（Disease Modifying Anti-Rheumatic 
Drugs：疾患修飾性抗リウマチ薬）として従来の DMARDs に対
し て、biological DMARDs（生 物 学 的 製 剤）や targeted 
synthetic DMARDs（JAK 阻害薬）などの登場で治療が一変し
ました。これらもそれぞれの専門家に分かりやすく解説していただい
ています。
　保存療法としては従来からある注射法やギプス固定・包帯固定・
テーピング・副子・牽引やリハビリ、そして新しい整形外科的保存
的治療法としてハイドロリリース療法や多血小板血漿（PRP）療法、
脂肪由来幹細胞療法、運動器カテーテル治療法なども専門家に
解説していただきました。
　このシリーズは、なるべくイラストや動画などを多用して読むことに
加えて視覚的に理解でき、すぐ実際の治療に役立ように執筆者に
お願いしています。
　この第３巻では伝統的な薬物療法・保存療法から最新の薬物
療法・保存療法までをこの１冊で網羅し俯瞰できる、まとまった本
になっていると思います。私自身すべての原稿を読ませていただき
知識の整理と新しい治療法の吸収で大変勉強になりました。この
本を読まれた先生方にとっても知識と実践の両方でお役に立てるこ
とができれば、編集者として幸甚に思います。

井尻整形外科　井尻慎一郎

仁泉会の先生方へ

文責 /神戸市 井尻整形外科　井尻慎一郎（学 31期）

　私が総編集者の一人として、また第１～３巻の専門編
集となっている、中山書店の「ニュースタンダード整形
外科の臨床 全１１巻シリーズ」の第３巻「整形外科の
薬物療法・保存療法」が発刊されましたので、紹介さ
せていただきます。
　このシリーズでは、大学病院や基幹病院だけでなく、
一般中小病院や開業医に受診するような日常でよくある
疾患も解説されています。整形外科以外のプライマリケ
ア医にも役立つように企画になっています。その意味で
総編集者として、東大整形外科 田中栄教授と慶応大
整形外科 松本守雄教授に加えて、整形外科開業医の
私も選ばれています。
　至らぬ点は多々あると思いますが、本書が大阪医科
薬科大学仁泉会の先生方の診療に少しでもお役に立て
れば幸甚に思います。

物事をするきっかけになり、日々の活動の力になるこ
とがあると語られました。多忙な先生ですが、今回の
セミナーでは、実行委員長の藤井さんとの対談形式で、
胸部外科を志した理由や学生へのメッセージを語って
くださいました。

心臓に魅せられて
　――胸部外科を志したきっかけ

　神吉先生が胸部外科を選ばれたきっかけは、「心臓
や大動脈の構造の美しさ、そしてそのダイナミックな動
きに魅せられたこと」。
　心臓血管外科の繊細さと力強さに惹かれ、この道
に進む決意を固めたといいます。
　また、「人の役に立ちたいという気持ちがあれば、
日々の勉強も苦にならない」と、医師としての原点を
語られました。
 
 “見た目も実力のうち”
　――学生へのメッセージ

神吉佐智子先生（学 48 期）
胸部外科学教室
　最初のプレゼンターは、大阪医科薬科大学 胸部外
科学教室の神吉佐智子先生。臨床研修運営委員とし
て学生教育に携わるほか、女性医師支援センター副
センター長、教員組合の組合長等、複数の団体の多
岐にわたる活動に参加をされています。声をかけられ
た事はほとんど断らないことで、いろいろな側面から

　学生へのアドバイスとして印象的だったのは、「見た
目ひとつで評価を得ることも失うこともある」という言
葉です。「内面が素晴らしくても、服装や髪の色など
で第一印象を損ねるのはもったいない。患者さんの前
などでは “きちんと見える自分” を意識してほしい」と、
時と場所によって身だしなみを考えることの大切さを
具体例を交えて話されました。

 人とのつながりが未来をつくる

　母校で研修を選ばれた理由については、「慣れ親
しんだ環境や人間関係の中でこそ、心臓外科という厳
しい分野に挑めると思った」と語られました。また、
希望していた海外留学なども母校にいることで計画的
に進めることができたと、学生時代から築いてきたつ
ながりが、今のキャリアを支える大きな力になっている
ことを実感として伝え、「学生時代から周りの人との関
係を大切にし信頼関係を築いていってほしい」と強調
されました。
 
留学先での一生のつながり

　元々留学をしたいと考えていた先生ですが、学生の
時に留学するのも良いが、大学院で博士号を取り、
専門医資格や診療経験ができてからの留学もおすす
めだと語られました。留学中はひたすら心臓血管系の
研究をしていたという先生ですが、世界中の同世代の
仲間と一緒に研究できるという環境がとても良かった
と語られ、その時の仲間とはいまでも交流が続いてい
るということでした。

外科に挑む学生たちへ

　外科医志望者の減少についても触れ、「環境整備
は確実に進んでいます。怖がらずに挑戦してほしい」
と力強いメッセージを送られました。

谷口高平先生（学 57 期）
トランスレーションリサーチ部門

外科と研究、二つの道を語る

　大阪医科薬科大学　トランスレーションリサーチ部門
の谷口高平先生（学５７期）は、外科医として臨床の
現場に立ちながら、研究分野でも活躍されています。

「台風の影響が心配でしたが、無事に開催されてよかっ
たです。科研費の申請で一番忙しい時期ですが、か
わいい後輩たちのために参加しました」と、冒頭に笑
顔で挨拶された先生。
　お話は先生ご自身の経験をもとに、実践的かつ温
かみのある内容となりました。
 
自己紹介とアイスブレイク

　先生はまず、ご自身の履歴書を使ったクイズ形式の
スライドで自己紹介。
　平成２０年卒で卒業時に仁泉会理事長賞を受賞され
た思い出など、親しみやすいエピソードで会場を和ま
せました。
　また、「仁泉会は学生にも大切なつながりを与えて
くれる」と、入会を勧めていただける一言もありました。

 

Q&A からのアドバイス

　先生は事前に質問を募集していただき、後半はＱ&
Ａ方式でお話をいただきました。

Q 研究環境の違いについて
～卒後に地元へ戻ろうと思っています～

A「大阪と地方では研究費や設備の面で差は
あります。ただ、地元に戻るという選択には必ず
大切な理由があるはず。それは大事にしてもらっ
ていい、ただ、医師人生で何を優先するかを自
分の中でもう一度問い直して考えてほしい」と話
されました。

Q 研究テーマの選び方について

A「最初は勧められたテーマから始めて信頼を
得るのが良い。まず “守” から始めて、“破・離”
へ進むことで自分の色が出てくる」と、“守破離”
の考え方を紹介されました。

Q 研究者の働き方について

A「研究職は自分の時間を自由にコントロール
できるという点が大きな魅力で、自分には合って
います。ただ一方で、研究は成果が求められる
世界です。どれだけ時間をかけても、最終的に
は論文の質や研究費の獲得という “結果” でし
か評価されないという厳しさがあります。」と語ら
れました。

Q 収入や生活について

A「アルバイトの数などで違いは出るのかもしれ
ませんが、生活に困ることはありません。日本は

研究とは「真理を探求すること」

　「研究とは、疑問に思ったことや課題について真理
を探求すること」と話された先生。
　医師人生は４０年以上続く長い道のりだからこそ、

「大学院の４年間など、一定期間を研究者として過ご
すことを勧めたい」と強調されました。
　「研究に取り組むことで、今まで使っていなかった能
力を伸ばすことができる」とも語られました。
　また、「今の日本では、どこの大学病院でも高いレ
ベルの治療が受けられるようになってきています」と
現状を分析。ガイドラインが整備され、診療が標準化
されていくなかで「AI が診断まで行える時代が来る。
だからこそ医師として新しいものを生み出そうとする事
が必要なのではないか」と、研究の意義を学生に伝
えました。
 
外科を選んだ理由

　外科を選んだ理由については、「診療にメリハリが
ほしかった」と話されました。
　「手術の日と外来の日があり、リズムがあるのが自
分に合っていた」とのこと。
　また、消化器外科を選んだのは「人体の上から下
まで幅広く診られる点に魅力を感じたから」。
　執刀の機会にも恵まれ、「切除よりも再建の方に奥
行きを感じ、そこにやりがいを感じる」と語られました。
さらに、「外科医はブルーオーシャン。大変そうに見え
るかもしれませんが、他人が決めることではありませ
ん。飛び込んでみると意外と居心地が良いと思うこと
があります。人が少ないからこそ、皆さんの価値が高
まる」と、挑戦する勇気を学生に呼びかけました。
 
大学院・研究への進み方

　「神吉先生のように計画的に大学院に進むのも良い
ですが、私はそうではありませんでした」と笑いなが
ら話された先生。
　外病院での研修中に、教授から大学院進学を勧め
られた先生は、卒後３年目に大学院へ入学されました。
入学後半年ほどで研究室へのお誘いもあったそうです
が、「どちらにも迷惑をかけてしまう」と考え、その時
は研修を優先されたといいます。その後、研修を修
了してしばらくした頃に再びお声がかかり、今度は迷
わず岐阜大学へ出向して研究に専念する道を選ばれ
ました。
 

累進課税の国なので、沢山稼いでも手取りに差
は生まれにくいと思います（笑）」と笑いを誘い
ました。

Q 初期研修先の選び方について

A「在学中６年間で築いた人間関係を一度リセッ
トして再構築するのは大変。
特別な理由がなければ、母校に残るのも良い選
択だと思います」と助言されました。

Q 学生時代にやっておいた方がよいと思った勉
強はなんですか？

A「プログラミングです。ただ最近は ChatGPT
などのテクノロジーが補ってくれるようになってい
るので、無理はしないでよいかなと思います。他
にはＦＰ（ファイナンシャル・プランナー）３級の資
格を取るのもおすすめ。社会人としての教養にな
ります」と、実践的なアドバイスをくださいました。

外科医・研究者としてのメッセージ

　最後に、「昨日の自分を今日上回るように毎日過ご
してほしい」と締めくくられました。

佐川峻一先生（学 70 期）
消化器内科　
 
実行委員からプレゼンターへ

　続いて登壇されたのは、大阪医科薬科大学 消化器
内科の佐川峻一先生と、循環器内科の浅野広中先生

（ともに学７０期）。

　お二人は学生時代、「学生生活虎の巻」の実行委
員として会を運営していた経験をお持ちで、今回は卒
後５年目の若手医師として登壇されました。
それぞれ持ち時間を半分ずつ分け、前半は佐川先生
がプレゼンターを務められました。
 
学生時代に感じた “モヤモヤ”

　「今日はこうした会に参加されたこと自体がすばらし
いことだと思います」と切り出した佐川先生。
　自身も学生時代に虎の巻へ参加していたと振り返
り、「当時は “どんな医者になればいいのか” とモヤ
モヤした不安がありました」と話されました。
　「皆さんも同じような気持ちを抱えているかもしれま
せんが、今日は少しでもその不安を和らげられたらと
思います」と温かい言葉をかけられました。
　学生時代はゴルフ部に所属し、バイト・クラブ・勉
強に追われる日々。
　「気づけば高学年になり、国試対策や病院見学と時
間が過ぎるのはあっという間でした。６年間は思ってい
る以上に早い」と語られました。
 
情報を集め、動いてみることの大切さ

　「研修医になってからのことを考える余裕がなかった」
と当時を振り返る佐川先生。
　だからこそ、「情報を集めよう」と意識し、部活引退
を機に様々な場に顔を出すようにしたといいます。
　先輩に話を聞いたり、勉強会に参加したり、オープン
キャンパス運営などにも積極的に関わりました。
　そうした経験を通して、「人それぞれバックグラウンド
も価値観も違う」ということを実感。「僕は普通のサラリー
マン家庭でしたが、親が医師で病院を継ぐ人もいました。
　ライフワークバランスの考え方もそれぞれ違う。どれ
が正解ということはなく、“この先生の働き方が素敵だ
な “この先生みたいになりたい” と思える人を見つける
と良いかもしれません」と学生にアドバイスされました。
　研修先を決めた理由について、「大阪医大のさまざ

浅野広中先生（学 70 期）
循環器内科
 
学生時代の思い出と、再出発の決意

　後半のプレゼンターは、大阪医科薬科大学 循環器
内科の浅野広中先生です。
　学生時代には、「学生生活虎の巻」で運営を担当
されており、その時プレゼンターをお願いした、神吉
先生と同じ医師として壇上に立ったことに「感慨深い
です」と語られました。
　浅野先生は、一度他大学を卒業後、社会人として
働き、大阪医科大学に入学されたという異色の経歴
をお持ちです。
　「２度目の学生生活では、やり残したことは全部や
ろうと決めていました」と話され、在学中は部活動を
７～８つ掛け持ちし、オープンキャンパス運営などにも
積極的に参加されたそうです。
　学生時代のスライドには、部活動での写真や、現
在の奥様との出会いを振り返る場面もありました。
　また、須磨久善先生（学２３期）を招いた講演会で
司会進行を務めた思い出や、第７回学生生活虎の巻
の運営時には自筆でポスターを制作したエピソードも
紹介されました。（今も使わせていただいてます。）

 

まなイベントや勉強会に参加する中で、自然と母校へ
の愛着が大きくなっていきました。市中病院も３か所
ほど受けましたが、最終的には大阪医大を第１希望と
してマッチングに臨み、採用していただきました」と、
当時を振り返って話されました。
 
医師としての第一歩

　卒業後は大阪医科薬科大学に残られた佐川先生。
　「大阪医大の研修医は５６名と多く、自分の積極性
が求められる環境です。
　“やりたい” と言えば、先輩が “やってみ” と機会
を与えてくれます。自分次第で学びの量は大きく変わ
る」と語られました。
　一方で、「時に厳しい言葉をもらうこともありました。
その時はもっと優しく言ってよとは思いました（笑）でも、
今思えば必要な言葉だった」とも振り返られ、「真面
目に頑張ること、そして仲間と協力しながら過ごすこ
とが大切」と、研修時代の経験を率直に伝えられまし
た。
 
消化器内科の魅力と日常

　「せっかく医師になったのだから、手技にも挑戦して
みよう」との思いから、消化器内科を選択された佐川
先生。
　宝塚市民病院での研修を振り返り、「８時に出勤し、
カルテ確認・回診後に内視鏡検査、昼からは ERCP（胆
管の処置）などを行い、カルテ記載と復習をして１日
が終わる」と、具体的なスケジュールを紹介。
　「ようやく “基本のき” が身についたところ。これか
ら１人前になるためにさらに経験を重ねたい」と現在
の心境を語られました。
 
後輩へのメッセージ

　「学生時代に関わったり参加したりした経験は、無
駄ではなかった」と強調されました。
　「肌で感じたことを大事にしてほしい。少し高いと思
う目標でも、できるかな…と思ったらまず挑戦してみて
ください。無謀はダメですが、“まずは高く飛んでみる”
ことが大切です」とメッセージを送りました。
　また、「どの道に進んでも間違いはありません。ただ、
“コスパ” や “楽さ” ではなく、自分が本当にやりた
いと思える道を選んでほしい。自分で選んだ道だから
こそ、一生懸命頑張れると思います。」と、力強く締
めくくられました。

研修と結婚、そして家族のこと

　卒業後は研修医としての忙しい日々の中、２年目で
ご結婚。奥様も現役の医師であり、お互いに多忙な
毎日を送られている先生ですが「考えすぎるよりも、
タイミングを大切にすることが大事」と、後輩たちにア
ドバイスを送られました。
　また、外研修では奄美大島でのエピソードも披露さ
れました。
　「バスケットボールをしていて足を痛め、研修先の病
院で診てもらいました」と笑いを誘い、会場は和やか
な雰囲気に包まれました。
 　３年目に第一子が誕生。
　「ちょうどその日、カテーテル手術に入らせてもらって
いたのに集中できなかった」と振り返りながらも、「周
りの先生方が優しくサポートしてくださり、終わり次第
すぐに駆けつけることができました」と感謝を述べら
れました。
　ご実家も遠く、子育てと仕事の両立は容易ではない
ものの「お互い忙しくても何とかなるものです」と穏
やかな笑顔で後輩たちを励まされました。
 

「亀の甲羅を背負う」修行の意味

　浅野先生は、世界的に有名な漫画を例に出しなが
ら、「亀の甲羅を背負って走る修行のように、やってい
る時には意味が分からなくても後になって力がついて
いる事に気づくことがある」と話されました。

　「実習も最初は意味が分からないことが多い。でも、
その時は無駄と思えても体験したことは記憶に残り、
後で必ず生きてきます」と語られました。
　「国家試験の勉強も大切ですが、それだけでなく、
機会があればいろんな活動に参加してみてください」
と学生たちに呼びかけられました。
 
後輩へのメッセージ

　「今日お会いした皆さんと、将来病院で会うことが
あれば、ジュースの一本くらい奢ってあげようと思いま
す」と話され、会場からは笑いが起こりました。
　「真面目に頑張っている姿勢が見えれば、先輩は
きっとサポートしてくれます。経験を積むチャンスも増
えるはずです。頑張ってください」と温かいエールを
送られました。

会 員 著 書

日本を支える２０名の医師たちの一人として、熊野宏二先生（学３９期）がご執筆された『名医たちの見る未来 2025』が発刊
されましたのでご紹介いたします。

名医たちの見る未来２０２５
　― 日本を支える２０名の医師たち ―

　出版社　新潮社
　価　格　1,650 円（税込み）
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其の十五

物事をするきっかけになり、日々の活動の力になるこ
とがあると語られました。多忙な先生ですが、今回の
セミナーでは、実行委員長の藤井さんとの対談形式で、
胸部外科を志した理由や学生へのメッセージを語って
くださいました。

心臓に魅せられて
　――胸部外科を志したきっかけ

　神吉先生が胸部外科を選ばれたきっかけは、「心臓
や大動脈の構造の美しさ、そしてそのダイナミックな動
きに魅せられたこと」。
　心臓血管外科の繊細さと力強さに惹かれ、この道
に進む決意を固めたといいます。
　また、「人の役に立ちたいという気持ちがあれば、
日々の勉強も苦にならない」と、医師としての原点を
語られました。
 
 “見た目も実力のうち”
　――学生へのメッセージ

神吉佐智子先生（学 48 期）
胸部外科学教室
　最初のプレゼンターは、大阪医科薬科大学 胸部外
科学教室の神吉佐智子先生。臨床研修運営委員とし
て学生教育に携わるほか、女性医師支援センター副
センター長、教員組合の組合長等、複数の団体の多
岐にわたる活動に参加をされています。声をかけられ
た事はほとんど断らないことで、いろいろな側面から

　学生へのアドバイスとして印象的だったのは、「見た
目ひとつで評価を得ることも失うこともある」という言
葉です。「内面が素晴らしくても、服装や髪の色など
で第一印象を損ねるのはもったいない。患者さんの前
などでは “きちんと見える自分” を意識してほしい」と、
時と場所によって身だしなみを考えることの大切さを
具体例を交えて話されました。

 人とのつながりが未来をつくる

　母校で研修を選ばれた理由については、「慣れ親
しんだ環境や人間関係の中でこそ、心臓外科という厳
しい分野に挑めると思った」と語られました。また、
希望していた海外留学なども母校にいることで計画的
に進めることができたと、学生時代から築いてきたつ
ながりが、今のキャリアを支える大きな力になっている
ことを実感として伝え、「学生時代から周りの人との関
係を大切にし信頼関係を築いていってほしい」と強調
されました。
 
留学先での一生のつながり

　元々留学をしたいと考えていた先生ですが、学生の
時に留学するのも良いが、大学院で博士号を取り、
専門医資格や診療経験ができてからの留学もおすす
めだと語られました。留学中はひたすら心臓血管系の
研究をしていたという先生ですが、世界中の同世代の
仲間と一緒に研究できるという環境がとても良かった
と語られ、その時の仲間とはいまでも交流が続いてい
るということでした。

外科に挑む学生たちへ

　外科医志望者の減少についても触れ、「環境整備
は確実に進んでいます。怖がらずに挑戦してほしい」
と力強いメッセージを送られました。

谷口高平先生（学 57 期）
トランスレーションリサーチ部門

外科と研究、二つの道を語る

　大阪医科薬科大学　トランスレーションリサーチ部門
の谷口高平先生（学５７期）は、外科医として臨床の
現場に立ちながら、研究分野でも活躍されています。

「台風の影響が心配でしたが、無事に開催されてよかっ
たです。科研費の申請で一番忙しい時期ですが、か
わいい後輩たちのために参加しました」と、冒頭に笑
顔で挨拶された先生。
　お話は先生ご自身の経験をもとに、実践的かつ温
かみのある内容となりました。
 
自己紹介とアイスブレイク

　先生はまず、ご自身の履歴書を使ったクイズ形式の
スライドで自己紹介。
　平成２０年卒で卒業時に仁泉会理事長賞を受賞され
た思い出など、親しみやすいエピソードで会場を和ま
せました。
　また、「仁泉会は学生にも大切なつながりを与えて
くれる」と、入会を勧めていただける一言もありました。

 

編
集
部
が
レ
ポ
ー
ト
！

　２０２５年９月５日（金）、学生生活虎の巻が開催されました。
この会は学生実行委員会の企画により、仁泉会と大学が共催するイベントとして続いており、今回で第１５回
を迎えました。
　今年は全学年を対象に、外科・研究・内科といったそれぞれの専門分野で活躍する卒業生の先生方をお
招きし、医師としての歩みや進路選択の経緯、学生時代の経験などを語っていただきました。
当日は、運営実行委員長である６回生・藤井翔大さんの司会により会がスタート。
　開会の挨拶では、仁泉会常任理事であり微生物学教授の中野隆史先生が、次のようにお話しされました。
　「仁泉会と大学との共催という形で２０１５年１１月にこの会が始まり、はや１０年が経とうとしています。
　当時、学生だった荘子万能さんから “ クラブに
入っていない学生もＯＢや先輩の話を聞ける機会
を作れないか ” と相談を受けたことがきっかけで
した。
　以来、運営委員・実行委員はすべて学生に任せ、
代々受け継がれてきています。
　本日はお忙しい中ご参加いただいた先生方、
ありがとうございます。学生の皆さんには、充実
した学生生活を送るためのヒントや、卒業後の
進路を考えるきっかけを得ていただければと思
います。
　仁泉会は今後も皆さんの活動を支えてまいり
ます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。」

学生生活虎の巻 ２０２５

Q&A からのアドバイス

　先生は事前に質問を募集していただき、後半はＱ&
Ａ方式でお話をいただきました。

Q 研究環境の違いについて
～卒後に地元へ戻ろうと思っています～

A「大阪と地方では研究費や設備の面で差は
あります。ただ、地元に戻るという選択には必ず
大切な理由があるはず。それは大事にしてもらっ
ていい、ただ、医師人生で何を優先するかを自
分の中でもう一度問い直して考えてほしい」と話
されました。

Q 研究テーマの選び方について

A「最初は勧められたテーマから始めて信頼を
得るのが良い。まず “守” から始めて、“破・離”
へ進むことで自分の色が出てくる」と、“守破離”
の考え方を紹介されました。

Q 研究者の働き方について

A「研究職は自分の時間を自由にコントロール
できるという点が大きな魅力で、自分には合って
います。ただ一方で、研究は成果が求められる
世界です。どれだけ時間をかけても、最終的に
は論文の質や研究費の獲得という “結果” でし
か評価されないという厳しさがあります。」と語ら
れました。

Q 収入や生活について

A「アルバイトの数などで違いは出るのかもしれ
ませんが、生活に困ることはありません。日本は

研究とは「真理を探求すること」

　「研究とは、疑問に思ったことや課題について真理
を探求すること」と話された先生。
　医師人生は４０年以上続く長い道のりだからこそ、

「大学院の４年間など、一定期間を研究者として過ご
すことを勧めたい」と強調されました。
　「研究に取り組むことで、今まで使っていなかった能
力を伸ばすことができる」とも語られました。
　また、「今の日本では、どこの大学病院でも高いレ
ベルの治療が受けられるようになってきています」と
現状を分析。ガイドラインが整備され、診療が標準化
されていくなかで「AI が診断まで行える時代が来る。
だからこそ医師として新しいものを生み出そうとする事
が必要なのではないか」と、研究の意義を学生に伝
えました。
 
外科を選んだ理由

　外科を選んだ理由については、「診療にメリハリが
ほしかった」と話されました。
　「手術の日と外来の日があり、リズムがあるのが自
分に合っていた」とのこと。
　また、消化器外科を選んだのは「人体の上から下
まで幅広く診られる点に魅力を感じたから」。
　執刀の機会にも恵まれ、「切除よりも再建の方に奥
行きを感じ、そこにやりがいを感じる」と語られました。
さらに、「外科医はブルーオーシャン。大変そうに見え
るかもしれませんが、他人が決めることではありませ
ん。飛び込んでみると意外と居心地が良いと思うこと
があります。人が少ないからこそ、皆さんの価値が高
まる」と、挑戦する勇気を学生に呼びかけました。
 
大学院・研究への進み方

　「神吉先生のように計画的に大学院に進むのも良い
ですが、私はそうではありませんでした」と笑いなが
ら話された先生。
　外病院での研修中に、教授から大学院進学を勧め
られた先生は、卒後３年目に大学院へ入学されました。
入学後半年ほどで研究室へのお誘いもあったそうです
が、「どちらにも迷惑をかけてしまう」と考え、その時
は研修を優先されたといいます。その後、研修を修
了してしばらくした頃に再びお声がかかり、今度は迷
わず岐阜大学へ出向して研究に専念する道を選ばれ
ました。
 

累進課税の国なので、沢山稼いでも手取りに差
は生まれにくいと思います（笑）」と笑いを誘い
ました。

Q 初期研修先の選び方について

A「在学中６年間で築いた人間関係を一度リセッ
トして再構築するのは大変。
特別な理由がなければ、母校に残るのも良い選
択だと思います」と助言されました。

Q 学生時代にやっておいた方がよいと思った勉
強はなんですか？

A「プログラミングです。ただ最近は ChatGPT
などのテクノロジーが補ってくれるようになってい
るので、無理はしないでよいかなと思います。他
にはＦＰ（ファイナンシャル・プランナー）３級の資
格を取るのもおすすめ。社会人としての教養にな
ります」と、実践的なアドバイスをくださいました。

外科医・研究者としてのメッセージ

　最後に、「昨日の自分を今日上回るように毎日過ご
してほしい」と締めくくられました。

佐川峻一先生（学 70 期）
消化器内科　
 
実行委員からプレゼンターへ

　続いて登壇されたのは、大阪医科薬科大学 消化器
内科の佐川峻一先生と、循環器内科の浅野広中先生

（ともに学７０期）。

　お二人は学生時代、「学生生活虎の巻」の実行委
員として会を運営していた経験をお持ちで、今回は卒
後５年目の若手医師として登壇されました。
それぞれ持ち時間を半分ずつ分け、前半は佐川先生
がプレゼンターを務められました。
 
学生時代に感じた “モヤモヤ”

　「今日はこうした会に参加されたこと自体がすばらし
いことだと思います」と切り出した佐川先生。
　自身も学生時代に虎の巻へ参加していたと振り返
り、「当時は “どんな医者になればいいのか” とモヤ
モヤした不安がありました」と話されました。
　「皆さんも同じような気持ちを抱えているかもしれま
せんが、今日は少しでもその不安を和らげられたらと
思います」と温かい言葉をかけられました。
　学生時代はゴルフ部に所属し、バイト・クラブ・勉
強に追われる日々。
　「気づけば高学年になり、国試対策や病院見学と時
間が過ぎるのはあっという間でした。６年間は思ってい
る以上に早い」と語られました。
 
情報を集め、動いてみることの大切さ

　「研修医になってからのことを考える余裕がなかった」
と当時を振り返る佐川先生。
　だからこそ、「情報を集めよう」と意識し、部活引退
を機に様々な場に顔を出すようにしたといいます。
　先輩に話を聞いたり、勉強会に参加したり、オープン
キャンパス運営などにも積極的に関わりました。
　そうした経験を通して、「人それぞれバックグラウンド
も価値観も違う」ということを実感。「僕は普通のサラリー
マン家庭でしたが、親が医師で病院を継ぐ人もいました。
　ライフワークバランスの考え方もそれぞれ違う。どれ
が正解ということはなく、“この先生の働き方が素敵だ
な “この先生みたいになりたい” と思える人を見つける
と良いかもしれません」と学生にアドバイスされました。
　研修先を決めた理由について、「大阪医大のさまざ

浅野広中先生（学 70 期）
循環器内科
 
学生時代の思い出と、再出発の決意

　後半のプレゼンターは、大阪医科薬科大学 循環器
内科の浅野広中先生です。
　学生時代には、「学生生活虎の巻」で運営を担当
されており、その時プレゼンターをお願いした、神吉
先生と同じ医師として壇上に立ったことに「感慨深い
です」と語られました。
　浅野先生は、一度他大学を卒業後、社会人として
働き、大阪医科大学に入学されたという異色の経歴
をお持ちです。
　「２度目の学生生活では、やり残したことは全部や
ろうと決めていました」と話され、在学中は部活動を
７～８つ掛け持ちし、オープンキャンパス運営などにも
積極的に参加されたそうです。
　学生時代のスライドには、部活動での写真や、現
在の奥様との出会いを振り返る場面もありました。
　また、須磨久善先生（学２３期）を招いた講演会で
司会進行を務めた思い出や、第７回学生生活虎の巻
の運営時には自筆でポスターを制作したエピソードも
紹介されました。（今も使わせていただいてます。）

 

まなイベントや勉強会に参加する中で、自然と母校へ
の愛着が大きくなっていきました。市中病院も３か所
ほど受けましたが、最終的には大阪医大を第１希望と
してマッチングに臨み、採用していただきました」と、
当時を振り返って話されました。
 
医師としての第一歩

　卒業後は大阪医科薬科大学に残られた佐川先生。
　「大阪医大の研修医は５６名と多く、自分の積極性
が求められる環境です。
　“やりたい” と言えば、先輩が “やってみ” と機会
を与えてくれます。自分次第で学びの量は大きく変わ
る」と語られました。
　一方で、「時に厳しい言葉をもらうこともありました。
その時はもっと優しく言ってよとは思いました（笑）でも、
今思えば必要な言葉だった」とも振り返られ、「真面
目に頑張ること、そして仲間と協力しながら過ごすこ
とが大切」と、研修時代の経験を率直に伝えられまし
た。
 
消化器内科の魅力と日常

　「せっかく医師になったのだから、手技にも挑戦して
みよう」との思いから、消化器内科を選択された佐川
先生。
　宝塚市民病院での研修を振り返り、「８時に出勤し、
カルテ確認・回診後に内視鏡検査、昼からは ERCP（胆
管の処置）などを行い、カルテ記載と復習をして１日
が終わる」と、具体的なスケジュールを紹介。
　「ようやく “基本のき” が身についたところ。これか
ら１人前になるためにさらに経験を重ねたい」と現在
の心境を語られました。
 
後輩へのメッセージ

　「学生時代に関わったり参加したりした経験は、無
駄ではなかった」と強調されました。
　「肌で感じたことを大事にしてほしい。少し高いと思
う目標でも、できるかな…と思ったらまず挑戦してみて
ください。無謀はダメですが、“まずは高く飛んでみる”
ことが大切です」とメッセージを送りました。
　また、「どの道に進んでも間違いはありません。ただ、
“コスパ” や “楽さ” ではなく、自分が本当にやりた
いと思える道を選んでほしい。自分で選んだ道だから
こそ、一生懸命頑張れると思います。」と、力強く締
めくくられました。

研修と結婚、そして家族のこと

　卒業後は研修医としての忙しい日々の中、２年目で
ご結婚。奥様も現役の医師であり、お互いに多忙な
毎日を送られている先生ですが「考えすぎるよりも、
タイミングを大切にすることが大事」と、後輩たちにア
ドバイスを送られました。
　また、外研修では奄美大島でのエピソードも披露さ
れました。
　「バスケットボールをしていて足を痛め、研修先の病
院で診てもらいました」と笑いを誘い、会場は和やか
な雰囲気に包まれました。
 　３年目に第一子が誕生。
　「ちょうどその日、カテーテル手術に入らせてもらって
いたのに集中できなかった」と振り返りながらも、「周
りの先生方が優しくサポートしてくださり、終わり次第
すぐに駆けつけることができました」と感謝を述べら
れました。
　ご実家も遠く、子育てと仕事の両立は容易ではない
ものの「お互い忙しくても何とかなるものです」と穏
やかな笑顔で後輩たちを励まされました。
 

「亀の甲羅を背負う」修行の意味

　浅野先生は、世界的に有名な漫画を例に出しなが
ら、「亀の甲羅を背負って走る修行のように、やってい
る時には意味が分からなくても後になって力がついて
いる事に気づくことがある」と話されました。

　「実習も最初は意味が分からないことが多い。でも、
その時は無駄と思えても体験したことは記憶に残り、
後で必ず生きてきます」と語られました。
　「国家試験の勉強も大切ですが、それだけでなく、
機会があればいろんな活動に参加してみてください」
と学生たちに呼びかけられました。
 
後輩へのメッセージ

　「今日お会いした皆さんと、将来病院で会うことが
あれば、ジュースの一本くらい奢ってあげようと思いま
す」と話され、会場からは笑いが起こりました。
　「真面目に頑張っている姿勢が見えれば、先輩は
きっとサポートしてくれます。経験を積むチャンスも増
えるはずです。頑張ってください」と温かいエールを
送られました。

中野隆史先生

谷口高平先生藤井翔大さん（左）と神吉佐智子先生（右）

事 業 報 告
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物事をするきっかけになり、日々の活動の力になるこ
とがあると語られました。多忙な先生ですが、今回の
セミナーでは、実行委員長の藤井さんとの対談形式で、
胸部外科を志した理由や学生へのメッセージを語って
くださいました。

心臓に魅せられて
　――胸部外科を志したきっかけ

　神吉先生が胸部外科を選ばれたきっかけは、「心臓
や大動脈の構造の美しさ、そしてそのダイナミックな動
きに魅せられたこと」。
　心臓血管外科の繊細さと力強さに惹かれ、この道
に進む決意を固めたといいます。
　また、「人の役に立ちたいという気持ちがあれば、
日々の勉強も苦にならない」と、医師としての原点を
語られました。
 
 “見た目も実力のうち”
　――学生へのメッセージ

神吉佐智子先生（学 48 期）
胸部外科学教室
　最初のプレゼンターは、大阪医科薬科大学 胸部外
科学教室の神吉佐智子先生。臨床研修運営委員とし
て学生教育に携わるほか、女性医師支援センター副
センター長、教員組合の組合長等、複数の団体の多
岐にわたる活動に参加をされています。声をかけられ
た事はほとんど断らないことで、いろいろな側面から

　学生へのアドバイスとして印象的だったのは、「見た
目ひとつで評価を得ることも失うこともある」という言
葉です。「内面が素晴らしくても、服装や髪の色など
で第一印象を損ねるのはもったいない。患者さんの前
などでは “きちんと見える自分” を意識してほしい」と、
時と場所によって身だしなみを考えることの大切さを
具体例を交えて話されました。

 人とのつながりが未来をつくる

　母校で研修を選ばれた理由については、「慣れ親
しんだ環境や人間関係の中でこそ、心臓外科という厳
しい分野に挑めると思った」と語られました。また、
希望していた海外留学なども母校にいることで計画的
に進めることができたと、学生時代から築いてきたつ
ながりが、今のキャリアを支える大きな力になっている
ことを実感として伝え、「学生時代から周りの人との関
係を大切にし信頼関係を築いていってほしい」と強調
されました。
 
留学先での一生のつながり

　元々留学をしたいと考えていた先生ですが、学生の
時に留学するのも良いが、大学院で博士号を取り、
専門医資格や診療経験ができてからの留学もおすす
めだと語られました。留学中はひたすら心臓血管系の
研究をしていたという先生ですが、世界中の同世代の
仲間と一緒に研究できるという環境がとても良かった
と語られ、その時の仲間とはいまでも交流が続いてい
るということでした。

外科に挑む学生たちへ

　外科医志望者の減少についても触れ、「環境整備
は確実に進んでいます。怖がらずに挑戦してほしい」
と力強いメッセージを送られました。

谷口高平先生（学 57 期）
トランスレーションリサーチ部門

外科と研究、二つの道を語る

　大阪医科薬科大学　トランスレーションリサーチ部門
の谷口高平先生（学５７期）は、外科医として臨床の
現場に立ちながら、研究分野でも活躍されています。

「台風の影響が心配でしたが、無事に開催されてよかっ
たです。科研費の申請で一番忙しい時期ですが、か
わいい後輩たちのために参加しました」と、冒頭に笑
顔で挨拶された先生。
　お話は先生ご自身の経験をもとに、実践的かつ温
かみのある内容となりました。
 
自己紹介とアイスブレイク

　先生はまず、ご自身の履歴書を使ったクイズ形式の
スライドで自己紹介。
　平成２０年卒で卒業時に仁泉会理事長賞を受賞され
た思い出など、親しみやすいエピソードで会場を和ま
せました。
　また、「仁泉会は学生にも大切なつながりを与えて
くれる」と、入会を勧めていただける一言もありました。

 

其の十五

Q&A からのアドバイス

　先生は事前に質問を募集していただき、後半はＱ&
Ａ方式でお話をいただきました。

Q 研究環境の違いについて
～卒後に地元へ戻ろうと思っています～

A「大阪と地方では研究費や設備の面で差は
あります。ただ、地元に戻るという選択には必ず
大切な理由があるはず。それは大事にしてもらっ
ていい、ただ、医師人生で何を優先するかを自
分の中でもう一度問い直して考えてほしい」と話
されました。

Q 研究テーマの選び方について

A「最初は勧められたテーマから始めて信頼を
得るのが良い。まず “守” から始めて、“破・離”
へ進むことで自分の色が出てくる」と、“守破離”
の考え方を紹介されました。

Q 研究者の働き方について

A「研究職は自分の時間を自由にコントロール
できるという点が大きな魅力で、自分には合って
います。ただ一方で、研究は成果が求められる
世界です。どれだけ時間をかけても、最終的に
は論文の質や研究費の獲得という “結果” でし
か評価されないという厳しさがあります。」と語ら
れました。

Q 収入や生活について

A「アルバイトの数などで違いは出るのかもしれ
ませんが、生活に困ることはありません。日本は

研究とは「真理を探求すること」

　「研究とは、疑問に思ったことや課題について真理
を探求すること」と話された先生。
　医師人生は４０年以上続く長い道のりだからこそ、

「大学院の４年間など、一定期間を研究者として過ご
すことを勧めたい」と強調されました。
　「研究に取り組むことで、今まで使っていなかった能
力を伸ばすことができる」とも語られました。
　また、「今の日本では、どこの大学病院でも高いレ
ベルの治療が受けられるようになってきています」と
現状を分析。ガイドラインが整備され、診療が標準化
されていくなかで「AI が診断まで行える時代が来る。
だからこそ医師として新しいものを生み出そうとする事
が必要なのではないか」と、研究の意義を学生に伝
えました。
 
外科を選んだ理由

　外科を選んだ理由については、「診療にメリハリが
ほしかった」と話されました。
　「手術の日と外来の日があり、リズムがあるのが自
分に合っていた」とのこと。
　また、消化器外科を選んだのは「人体の上から下
まで幅広く診られる点に魅力を感じたから」。
　執刀の機会にも恵まれ、「切除よりも再建の方に奥
行きを感じ、そこにやりがいを感じる」と語られました。
さらに、「外科医はブルーオーシャン。大変そうに見え
るかもしれませんが、他人が決めることではありませ
ん。飛び込んでみると意外と居心地が良いと思うこと
があります。人が少ないからこそ、皆さんの価値が高
まる」と、挑戦する勇気を学生に呼びかけました。
 
大学院・研究への進み方

　「神吉先生のように計画的に大学院に進むのも良い
ですが、私はそうではありませんでした」と笑いなが
ら話された先生。
　外病院での研修中に、教授から大学院進学を勧め
られた先生は、卒後３年目に大学院へ入学されました。
入学後半年ほどで研究室へのお誘いもあったそうです
が、「どちらにも迷惑をかけてしまう」と考え、その時
は研修を優先されたといいます。その後、研修を修
了してしばらくした頃に再びお声がかかり、今度は迷
わず岐阜大学へ出向して研究に専念する道を選ばれ
ました。
 

累進課税の国なので、沢山稼いでも手取りに差
は生まれにくいと思います（笑）」と笑いを誘い
ました。

Q 初期研修先の選び方について

A「在学中６年間で築いた人間関係を一度リセッ
トして再構築するのは大変。
特別な理由がなければ、母校に残るのも良い選
択だと思います」と助言されました。

Q 学生時代にやっておいた方がよいと思った勉
強はなんですか？

A「プログラミングです。ただ最近は ChatGPT
などのテクノロジーが補ってくれるようになってい
るので、無理はしないでよいかなと思います。他
にはＦＰ（ファイナンシャル・プランナー）３級の資
格を取るのもおすすめ。社会人としての教養にな
ります」と、実践的なアドバイスをくださいました。

外科医・研究者としてのメッセージ

　最後に、「昨日の自分を今日上回るように毎日過ご
してほしい」と締めくくられました。

佐川峻一先生（学 70 期）
消化器内科　
 
実行委員からプレゼンターへ

　続いて登壇されたのは、大阪医科薬科大学 消化器
内科の佐川峻一先生と、循環器内科の浅野広中先生

（ともに学７０期）。

　お二人は学生時代、「学生生活虎の巻」の実行委
員として会を運営していた経験をお持ちで、今回は卒
後５年目の若手医師として登壇されました。
それぞれ持ち時間を半分ずつ分け、前半は佐川先生
がプレゼンターを務められました。
 
学生時代に感じた “モヤモヤ”

　「今日はこうした会に参加されたこと自体がすばらし
いことだと思います」と切り出した佐川先生。
　自身も学生時代に虎の巻へ参加していたと振り返
り、「当時は “どんな医者になればいいのか” とモヤ
モヤした不安がありました」と話されました。
　「皆さんも同じような気持ちを抱えているかもしれま
せんが、今日は少しでもその不安を和らげられたらと
思います」と温かい言葉をかけられました。
　学生時代はゴルフ部に所属し、バイト・クラブ・勉
強に追われる日々。
　「気づけば高学年になり、国試対策や病院見学と時
間が過ぎるのはあっという間でした。６年間は思ってい
る以上に早い」と語られました。
 
情報を集め、動いてみることの大切さ

　「研修医になってからのことを考える余裕がなかった」
と当時を振り返る佐川先生。
　だからこそ、「情報を集めよう」と意識し、部活引退
を機に様々な場に顔を出すようにしたといいます。
　先輩に話を聞いたり、勉強会に参加したり、オープン
キャンパス運営などにも積極的に関わりました。
　そうした経験を通して、「人それぞれバックグラウンド
も価値観も違う」ということを実感。「僕は普通のサラリー
マン家庭でしたが、親が医師で病院を継ぐ人もいました。
　ライフワークバランスの考え方もそれぞれ違う。どれ
が正解ということはなく、“この先生の働き方が素敵だ
な “この先生みたいになりたい” と思える人を見つける
と良いかもしれません」と学生にアドバイスされました。
　研修先を決めた理由について、「大阪医大のさまざ

浅野広中先生（学 70 期）
循環器内科
 
学生時代の思い出と、再出発の決意

　後半のプレゼンターは、大阪医科薬科大学 循環器
内科の浅野広中先生です。
　学生時代には、「学生生活虎の巻」で運営を担当
されており、その時プレゼンターをお願いした、神吉
先生と同じ医師として壇上に立ったことに「感慨深い
です」と語られました。
　浅野先生は、一度他大学を卒業後、社会人として
働き、大阪医科大学に入学されたという異色の経歴
をお持ちです。
　「２度目の学生生活では、やり残したことは全部や
ろうと決めていました」と話され、在学中は部活動を
７～８つ掛け持ちし、オープンキャンパス運営などにも
積極的に参加されたそうです。
　学生時代のスライドには、部活動での写真や、現
在の奥様との出会いを振り返る場面もありました。
　また、須磨久善先生（学２３期）を招いた講演会で
司会進行を務めた思い出や、第７回学生生活虎の巻
の運営時には自筆でポスターを制作したエピソードも
紹介されました。（今も使わせていただいてます。）

 

まなイベントや勉強会に参加する中で、自然と母校へ
の愛着が大きくなっていきました。市中病院も３か所
ほど受けましたが、最終的には大阪医大を第１希望と
してマッチングに臨み、採用していただきました」と、
当時を振り返って話されました。
 
医師としての第一歩

　卒業後は大阪医科薬科大学に残られた佐川先生。
　「大阪医大の研修医は５６名と多く、自分の積極性
が求められる環境です。
　“やりたい” と言えば、先輩が “やってみ” と機会
を与えてくれます。自分次第で学びの量は大きく変わ
る」と語られました。
　一方で、「時に厳しい言葉をもらうこともありました。
その時はもっと優しく言ってよとは思いました（笑）でも、
今思えば必要な言葉だった」とも振り返られ、「真面
目に頑張ること、そして仲間と協力しながら過ごすこ
とが大切」と、研修時代の経験を率直に伝えられまし
た。
 
消化器内科の魅力と日常

　「せっかく医師になったのだから、手技にも挑戦して
みよう」との思いから、消化器内科を選択された佐川
先生。
　宝塚市民病院での研修を振り返り、「８時に出勤し、
カルテ確認・回診後に内視鏡検査、昼からは ERCP（胆
管の処置）などを行い、カルテ記載と復習をして１日
が終わる」と、具体的なスケジュールを紹介。
　「ようやく “基本のき” が身についたところ。これか
ら１人前になるためにさらに経験を重ねたい」と現在
の心境を語られました。
 
後輩へのメッセージ

　「学生時代に関わったり参加したりした経験は、無
駄ではなかった」と強調されました。
　「肌で感じたことを大事にしてほしい。少し高いと思
う目標でも、できるかな…と思ったらまず挑戦してみて
ください。無謀はダメですが、“まずは高く飛んでみる”
ことが大切です」とメッセージを送りました。
　また、「どの道に進んでも間違いはありません。ただ、
“コスパ” や “楽さ” ではなく、自分が本当にやりた
いと思える道を選んでほしい。自分で選んだ道だから
こそ、一生懸命頑張れると思います。」と、力強く締
めくくられました。

研修と結婚、そして家族のこと

　卒業後は研修医としての忙しい日々の中、２年目で
ご結婚。奥様も現役の医師であり、お互いに多忙な
毎日を送られている先生ですが「考えすぎるよりも、
タイミングを大切にすることが大事」と、後輩たちにア
ドバイスを送られました。
　また、外研修では奄美大島でのエピソードも披露さ
れました。
　「バスケットボールをしていて足を痛め、研修先の病
院で診てもらいました」と笑いを誘い、会場は和やか
な雰囲気に包まれました。
 　３年目に第一子が誕生。
　「ちょうどその日、カテーテル手術に入らせてもらって
いたのに集中できなかった」と振り返りながらも、「周
りの先生方が優しくサポートしてくださり、終わり次第
すぐに駆けつけることができました」と感謝を述べら
れました。
　ご実家も遠く、子育てと仕事の両立は容易ではない
ものの「お互い忙しくても何とかなるものです」と穏
やかな笑顔で後輩たちを励まされました。
 

「亀の甲羅を背負う」修行の意味

　浅野先生は、世界的に有名な漫画を例に出しなが
ら、「亀の甲羅を背負って走る修行のように、やってい
る時には意味が分からなくても後になって力がついて
いる事に気づくことがある」と話されました。

　「実習も最初は意味が分からないことが多い。でも、
その時は無駄と思えても体験したことは記憶に残り、
後で必ず生きてきます」と語られました。
　「国家試験の勉強も大切ですが、それだけでなく、
機会があればいろんな活動に参加してみてください」
と学生たちに呼びかけられました。
 
後輩へのメッセージ

　「今日お会いした皆さんと、将来病院で会うことが
あれば、ジュースの一本くらい奢ってあげようと思いま
す」と話され、会場からは笑いが起こりました。
　「真面目に頑張っている姿勢が見えれば、先輩は
きっとサポートしてくれます。経験を積むチャンスも増
えるはずです。頑張ってください」と温かいエールを
送られました。

佐川峻一先生
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物事をするきっかけになり、日々の活動の力になるこ
とがあると語られました。多忙な先生ですが、今回の
セミナーでは、実行委員長の藤井さんとの対談形式で、
胸部外科を志した理由や学生へのメッセージを語って
くださいました。

心臓に魅せられて
　――胸部外科を志したきっかけ

　神吉先生が胸部外科を選ばれたきっかけは、「心臓
や大動脈の構造の美しさ、そしてそのダイナミックな動
きに魅せられたこと」。
　心臓血管外科の繊細さと力強さに惹かれ、この道
に進む決意を固めたといいます。
　また、「人の役に立ちたいという気持ちがあれば、
日々の勉強も苦にならない」と、医師としての原点を
語られました。
 
 “見た目も実力のうち”
　――学生へのメッセージ

神吉佐智子先生（学 48 期）
胸部外科学教室
　最初のプレゼンターは、大阪医科薬科大学 胸部外
科学教室の神吉佐智子先生。臨床研修運営委員とし
て学生教育に携わるほか、女性医師支援センター副
センター長、教員組合の組合長等、複数の団体の多
岐にわたる活動に参加をされています。声をかけられ
た事はほとんど断らないことで、いろいろな側面から

　学生へのアドバイスとして印象的だったのは、「見た
目ひとつで評価を得ることも失うこともある」という言
葉です。「内面が素晴らしくても、服装や髪の色など
で第一印象を損ねるのはもったいない。患者さんの前
などでは “きちんと見える自分” を意識してほしい」と、
時と場所によって身だしなみを考えることの大切さを
具体例を交えて話されました。

 人とのつながりが未来をつくる

　母校で研修を選ばれた理由については、「慣れ親
しんだ環境や人間関係の中でこそ、心臓外科という厳
しい分野に挑めると思った」と語られました。また、
希望していた海外留学なども母校にいることで計画的
に進めることができたと、学生時代から築いてきたつ
ながりが、今のキャリアを支える大きな力になっている
ことを実感として伝え、「学生時代から周りの人との関
係を大切にし信頼関係を築いていってほしい」と強調
されました。
 
留学先での一生のつながり

　元々留学をしたいと考えていた先生ですが、学生の
時に留学するのも良いが、大学院で博士号を取り、
専門医資格や診療経験ができてからの留学もおすす
めだと語られました。留学中はひたすら心臓血管系の
研究をしていたという先生ですが、世界中の同世代の
仲間と一緒に研究できるという環境がとても良かった
と語られ、その時の仲間とはいまでも交流が続いてい
るということでした。

外科に挑む学生たちへ

　外科医志望者の減少についても触れ、「環境整備
は確実に進んでいます。怖がらずに挑戦してほしい」
と力強いメッセージを送られました。

谷口高平先生（学 57 期）
トランスレーションリサーチ部門

外科と研究、二つの道を語る

　大阪医科薬科大学　トランスレーションリサーチ部門
の谷口高平先生（学５７期）は、外科医として臨床の
現場に立ちながら、研究分野でも活躍されています。

「台風の影響が心配でしたが、無事に開催されてよかっ
たです。科研費の申請で一番忙しい時期ですが、か
わいい後輩たちのために参加しました」と、冒頭に笑
顔で挨拶された先生。
　お話は先生ご自身の経験をもとに、実践的かつ温
かみのある内容となりました。
 
自己紹介とアイスブレイク

　先生はまず、ご自身の履歴書を使ったクイズ形式の
スライドで自己紹介。
　平成２０年卒で卒業時に仁泉会理事長賞を受賞され
た思い出など、親しみやすいエピソードで会場を和ま
せました。
　また、「仁泉会は学生にも大切なつながりを与えて
くれる」と、入会を勧めていただける一言もありました。

 

其の十五

Q&A からのアドバイス

　先生は事前に質問を募集していただき、後半はＱ&
Ａ方式でお話をいただきました。

Q 研究環境の違いについて
～卒後に地元へ戻ろうと思っています～

A「大阪と地方では研究費や設備の面で差は
あります。ただ、地元に戻るという選択には必ず
大切な理由があるはず。それは大事にしてもらっ
ていい、ただ、医師人生で何を優先するかを自
分の中でもう一度問い直して考えてほしい」と話
されました。

Q 研究テーマの選び方について

A「最初は勧められたテーマから始めて信頼を
得るのが良い。まず “守” から始めて、“破・離”
へ進むことで自分の色が出てくる」と、“守破離”
の考え方を紹介されました。

Q 研究者の働き方について

A「研究職は自分の時間を自由にコントロール
できるという点が大きな魅力で、自分には合って
います。ただ一方で、研究は成果が求められる
世界です。どれだけ時間をかけても、最終的に
は論文の質や研究費の獲得という “結果” でし
か評価されないという厳しさがあります。」と語ら
れました。

Q 収入や生活について

A「アルバイトの数などで違いは出るのかもしれ
ませんが、生活に困ることはありません。日本は

研究とは「真理を探求すること」

　「研究とは、疑問に思ったことや課題について真理
を探求すること」と話された先生。
　医師人生は４０年以上続く長い道のりだからこそ、

「大学院の４年間など、一定期間を研究者として過ご
すことを勧めたい」と強調されました。
　「研究に取り組むことで、今まで使っていなかった能
力を伸ばすことができる」とも語られました。
　また、「今の日本では、どこの大学病院でも高いレ
ベルの治療が受けられるようになってきています」と
現状を分析。ガイドラインが整備され、診療が標準化
されていくなかで「AI が診断まで行える時代が来る。
だからこそ医師として新しいものを生み出そうとする事
が必要なのではないか」と、研究の意義を学生に伝
えました。
 
外科を選んだ理由

　外科を選んだ理由については、「診療にメリハリが
ほしかった」と話されました。
　「手術の日と外来の日があり、リズムがあるのが自
分に合っていた」とのこと。
　また、消化器外科を選んだのは「人体の上から下
まで幅広く診られる点に魅力を感じたから」。
　執刀の機会にも恵まれ、「切除よりも再建の方に奥
行きを感じ、そこにやりがいを感じる」と語られました。
さらに、「外科医はブルーオーシャン。大変そうに見え
るかもしれませんが、他人が決めることではありませ
ん。飛び込んでみると意外と居心地が良いと思うこと
があります。人が少ないからこそ、皆さんの価値が高
まる」と、挑戦する勇気を学生に呼びかけました。
 
大学院・研究への進み方

　「神吉先生のように計画的に大学院に進むのも良い
ですが、私はそうではありませんでした」と笑いなが
ら話された先生。
　外病院での研修中に、教授から大学院進学を勧め
られた先生は、卒後３年目に大学院へ入学されました。
入学後半年ほどで研究室へのお誘いもあったそうです
が、「どちらにも迷惑をかけてしまう」と考え、その時
は研修を優先されたといいます。その後、研修を修
了してしばらくした頃に再びお声がかかり、今度は迷
わず岐阜大学へ出向して研究に専念する道を選ばれ
ました。
 

累進課税の国なので、沢山稼いでも手取りに差
は生まれにくいと思います（笑）」と笑いを誘い
ました。

Q 初期研修先の選び方について

A「在学中６年間で築いた人間関係を一度リセッ
トして再構築するのは大変。
特別な理由がなければ、母校に残るのも良い選
択だと思います」と助言されました。

Q 学生時代にやっておいた方がよいと思った勉
強はなんですか？

A「プログラミングです。ただ最近は ChatGPT
などのテクノロジーが補ってくれるようになってい
るので、無理はしないでよいかなと思います。他
にはＦＰ（ファイナンシャル・プランナー）３級の資
格を取るのもおすすめ。社会人としての教養にな
ります」と、実践的なアドバイスをくださいました。

外科医・研究者としてのメッセージ

　最後に、「昨日の自分を今日上回るように毎日過ご
してほしい」と締めくくられました。

佐川峻一先生（学 70 期）
消化器内科　
 
実行委員からプレゼンターへ

　続いて登壇されたのは、大阪医科薬科大学 消化器
内科の佐川峻一先生と、循環器内科の浅野広中先生

（ともに学７０期）。

　お二人は学生時代、「学生生活虎の巻」の実行委
員として会を運営していた経験をお持ちで、今回は卒
後５年目の若手医師として登壇されました。
それぞれ持ち時間を半分ずつ分け、前半は佐川先生
がプレゼンターを務められました。
 
学生時代に感じた “モヤモヤ”

　「今日はこうした会に参加されたこと自体がすばらし
いことだと思います」と切り出した佐川先生。
　自身も学生時代に虎の巻へ参加していたと振り返
り、「当時は “どんな医者になればいいのか” とモヤ
モヤした不安がありました」と話されました。
　「皆さんも同じような気持ちを抱えているかもしれま
せんが、今日は少しでもその不安を和らげられたらと
思います」と温かい言葉をかけられました。
　学生時代はゴルフ部に所属し、バイト・クラブ・勉
強に追われる日々。
　「気づけば高学年になり、国試対策や病院見学と時
間が過ぎるのはあっという間でした。６年間は思ってい
る以上に早い」と語られました。
 
情報を集め、動いてみることの大切さ

　「研修医になってからのことを考える余裕がなかった」
と当時を振り返る佐川先生。
　だからこそ、「情報を集めよう」と意識し、部活引退
を機に様々な場に顔を出すようにしたといいます。
　先輩に話を聞いたり、勉強会に参加したり、オープン
キャンパス運営などにも積極的に関わりました。
　そうした経験を通して、「人それぞれバックグラウンド
も価値観も違う」ということを実感。「僕は普通のサラリー
マン家庭でしたが、親が医師で病院を継ぐ人もいました。
　ライフワークバランスの考え方もそれぞれ違う。どれ
が正解ということはなく、“この先生の働き方が素敵だ
な “この先生みたいになりたい” と思える人を見つける
と良いかもしれません」と学生にアドバイスされました。
　研修先を決めた理由について、「大阪医大のさまざ

浅野広中先生（学 70 期）
循環器内科
 
学生時代の思い出と、再出発の決意

　後半のプレゼンターは、大阪医科薬科大学 循環器
内科の浅野広中先生です。
　学生時代には、「学生生活虎の巻」で運営を担当
されており、その時プレゼンターをお願いした、神吉
先生と同じ医師として壇上に立ったことに「感慨深い
です」と語られました。
　浅野先生は、一度他大学を卒業後、社会人として
働き、大阪医科大学に入学されたという異色の経歴
をお持ちです。
　「２度目の学生生活では、やり残したことは全部や
ろうと決めていました」と話され、在学中は部活動を
７～８つ掛け持ちし、オープンキャンパス運営などにも
積極的に参加されたそうです。
　学生時代のスライドには、部活動での写真や、現
在の奥様との出会いを振り返る場面もありました。
　また、須磨久善先生（学２３期）を招いた講演会で
司会進行を務めた思い出や、第７回学生生活虎の巻
の運営時には自筆でポスターを制作したエピソードも
紹介されました。（今も使わせていただいてます。）

 

まなイベントや勉強会に参加する中で、自然と母校へ
の愛着が大きくなっていきました。市中病院も３か所
ほど受けましたが、最終的には大阪医大を第１希望と
してマッチングに臨み、採用していただきました」と、
当時を振り返って話されました。
 
医師としての第一歩

　卒業後は大阪医科薬科大学に残られた佐川先生。
　「大阪医大の研修医は５６名と多く、自分の積極性
が求められる環境です。
　“やりたい” と言えば、先輩が “やってみ” と機会
を与えてくれます。自分次第で学びの量は大きく変わ
る」と語られました。
　一方で、「時に厳しい言葉をもらうこともありました。
その時はもっと優しく言ってよとは思いました（笑）でも、
今思えば必要な言葉だった」とも振り返られ、「真面
目に頑張ること、そして仲間と協力しながら過ごすこ
とが大切」と、研修時代の経験を率直に伝えられまし
た。
 
消化器内科の魅力と日常

　「せっかく医師になったのだから、手技にも挑戦して
みよう」との思いから、消化器内科を選択された佐川
先生。
　宝塚市民病院での研修を振り返り、「８時に出勤し、
カルテ確認・回診後に内視鏡検査、昼からは ERCP（胆
管の処置）などを行い、カルテ記載と復習をして１日
が終わる」と、具体的なスケジュールを紹介。
　「ようやく “基本のき” が身についたところ。これか
ら１人前になるためにさらに経験を重ねたい」と現在
の心境を語られました。
 
後輩へのメッセージ

　「学生時代に関わったり参加したりした経験は、無
駄ではなかった」と強調されました。
　「肌で感じたことを大事にしてほしい。少し高いと思
う目標でも、できるかな…と思ったらまず挑戦してみて
ください。無謀はダメですが、“まずは高く飛んでみる”
ことが大切です」とメッセージを送りました。
　また、「どの道に進んでも間違いはありません。ただ、
“コスパ” や “楽さ” ではなく、自分が本当にやりた
いと思える道を選んでほしい。自分で選んだ道だから
こそ、一生懸命頑張れると思います。」と、力強く締
めくくられました。

研修と結婚、そして家族のこと

　卒業後は研修医としての忙しい日々の中、２年目で
ご結婚。奥様も現役の医師であり、お互いに多忙な
毎日を送られている先生ですが「考えすぎるよりも、
タイミングを大切にすることが大事」と、後輩たちにア
ドバイスを送られました。
　また、外研修では奄美大島でのエピソードも披露さ
れました。
　「バスケットボールをしていて足を痛め、研修先の病
院で診てもらいました」と笑いを誘い、会場は和やか
な雰囲気に包まれました。
 　３年目に第一子が誕生。
　「ちょうどその日、カテーテル手術に入らせてもらって
いたのに集中できなかった」と振り返りながらも、「周
りの先生方が優しくサポートしてくださり、終わり次第
すぐに駆けつけることができました」と感謝を述べら
れました。
　ご実家も遠く、子育てと仕事の両立は容易ではない
ものの「お互い忙しくても何とかなるものです」と穏
やかな笑顔で後輩たちを励まされました。
 

「亀の甲羅を背負う」修行の意味

　浅野先生は、世界的に有名な漫画を例に出しなが
ら、「亀の甲羅を背負って走る修行のように、やってい
る時には意味が分からなくても後になって力がついて
いる事に気づくことがある」と話されました。

　「実習も最初は意味が分からないことが多い。でも、
その時は無駄と思えても体験したことは記憶に残り、
後で必ず生きてきます」と語られました。
　「国家試験の勉強も大切ですが、それだけでなく、
機会があればいろんな活動に参加してみてください」
と学生たちに呼びかけられました。
 
後輩へのメッセージ

　「今日お会いした皆さんと、将来病院で会うことが
あれば、ジュースの一本くらい奢ってあげようと思いま
す」と話され、会場からは笑いが起こりました。
　「真面目に頑張っている姿勢が見えれば、先輩は
きっとサポートしてくれます。経験を積むチャンスも増
えるはずです。頑張ってください」と温かいエールを
送られました。

浅野広中先生

当時の虎の巻ポスター
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田村 功先生（学 31 期）のマンガが全国保険医新聞 第３０１２号に掲載されましたのでご紹介させていただきます。

どっち 見え◯◯い場所

ポン太ールカプセル 25 0m g（学31期）

まんが 第76回
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学部７期　岩永 啓先生

令和７年８月１日老衰の為ご逝去（９４歳）。
昭和３３年卒。
母校卒業後、大阪府茨木市にて岩永産婦人科医院を
ご開業され、地域医療に貢献されました。
ご遺族　長女　純子様

学部７期　神部 彰先生

令和７年１月２４日肺癌の為ご逝去（９３歳）。
昭和３３年卒。
昭和２７年に京都大学理学部をご卒業。昭和３３年大阪
医科大学を卒業後、第一内科に入局されました。その後、
長岡京市にて医療法人社団神部医院をご開業され、地
域医療の発展に尽力されました。
ご遺族　ご息女　敦子様

学部１３期　田中 明先生

令和７年８月１７日老衰の為ご逝去（８９歳）。
昭和３９年卒。
卒業後、母校にて講師としてご勤務されました。その後
昭和５０年代初めに宇治市内の田中診療所の医院長に
ご就任され、平成２２年１２月に退任されるまで、長きに
わたり地域医療を支えておられました。
ご遺族　ご長男　秀明様

学部１６期　下村 守先生

令和７年７月９日慢性糸球体腎炎の為ご逝去（８５歳）。
昭和４２年卒。
卒業後、長崎大学医学部産科婦人科学教室に入局。
その後、医学博士号を取得されました。長崎原爆病院
産婦人科での勤務を経て、医療法人しもむら産婦人科
にて理事長、院長を歴任され、地域医療に貢献されま
した。
ご遺族　ご子息　修様

次の会員が亡くなられました。
慎んでご冥福をお祈り致します。

事務局編集係

学部２０期　藤田きみゑ先生

令和７年６月２５日間質性肺炎にてご逝去（７９歳）。
昭和４６年卒
母校卒業後、昭和６３年５月医学博士号を取得。その
他日本臨床心理士、日本医師会認定産業医も取得され、
平成６年４月滋賀県立短期大学看護学科教授にご就任
され、その後平成２３年４月滋賀県立大学名誉教授にご
就任されました。
ご遺族　ご長男　泰宣様

学部２０期　本田 稔先生

令和７年８月１６日心不全の為ご逝去（７８歳）。
昭和４６年卒
母校卒業後、兵庫県芦屋市にて本田外科・胃腸科を
ご開業され、地域医療を支えてこられました。
ご遺族　妻　依子様

学部２０期　松本泰仁先生

令和７年８月１５日誤嚥性肺炎の為ご逝去（８０歳）。
昭和４６年卒。
卒業後、関西医大香里病院外科でのご勤務を経て、
大阪府松原市にてお父様の跡を継がれ医療法人香松
会松本医院をご開業されました。松原市医師会長、大
阪府学校保健会会長を長きにわたり務められ、地域医
療の発展にご尽力されました。
ご遺族　妻　豊子様

名称 かどた内科ハートクリニック
住所 〒503-1316　
 岐阜県養老郡養老町押越１２３８-１
電話 0584-71-6366
FAX 0584-71-6366
診療科目 内科・循環器内科
診療時間 月～土 8:30~12:00
 月火・木金 15:30~18:00
休診日 木曜午後、土曜午後、日・祝日
ホームページ https://kadotanaika-heart-cl.com/
仁泉会の先生方に一言
 宜しくお願いします。

門田 卓先生（学 56 期）
開業しました！

名称 なかお三国ペインクリニック
 痛みの治療とリハビリテーション
住所 〒532-0005　
 大阪府大阪市淀川区三国本町
 ３－７－１６ 三国本町クリニックビル３階
電話 06-6210-6301
FAX 06-6210-6302
診療科目 ペインクリニック内科、整形外科、
 リハビリテーション科、麻酔科
診療時間 月～土 9:00~12:30
 月～水・金 16:00~19:00
 木 14:30~17:30
休診日 土曜午後・日・祝日

中尾謙太先生（学 60期）
開業しました！

　ついにガラスの天井が破られました。日本では政財界
への女性の進出が欧米に比べて少ないと言われ続けて
いました。自民党の総裁に選ばれても公明党の与党か
らの離脱で、首相になれない総裁になるのかと危ぶまれ
ていました。維新が自民党に協力するということになり、
ついに女性首相が誕生となりました。首相になったとた
んトランプ大統領の来日、それに続いてＡＳＥＡＮ等外交

が続きました。ハードスケジュールにもかかわらず、笑顔
を絶やさず堂 と々した振る舞いに好感を持ちました。た
だ医療政策に関しては維新は厳しい見解を持っているの
で予断を許しません。どのような方向に日本を導いてくれ
るのか、安定した長期政権になることを願ってやみませ
ん。そして男性、女性の形容詞がいらない状況になれ
ばと思います。（HM）

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和 7年度　10，000 円
令和 6年度　10，000 円
令和 5年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●57 巻 1 号（令和 8年 1月 1日発行）
　締切　令和 7年 11 月末日
●57 巻 2 号（令和 8年 3月 1日発行）
　締切　令和 8年 1月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636
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★

学校法人大阪医科薬科大学 募金推進本部 〒569-8686 大阪府高槻市大学町2-7
Tel:072-684-7243 Mail: kikin@ompu.ac.jp https://www.omp.ac.jp/donation/index.htmlWeb:

大阪医科薬科大学基金

税制上の優遇措置
学校法人大阪医科薬科大学は特定公益増進法人です。大阪医科薬科大学に対するご寄付は所得税・法人税・相
続税の税制上の優遇措置を受けることができます。また一部の自治体では、個人住民税の税額控除の対象となります。

大阪府高槻市には、ふるさと納税制度により高槻市に所在する大
学を支援する制度があり、この制度を通じて、大阪医科薬科大学
を指定したご支援をいただくことが可能です。

※ご寄付に伴う高槻市からの
返礼品はございません。
※高槻市在住の方でもご寄付
いただくことが可能です。

高槻市ふるさと納税ガ
バメントクラウドファ
ンディングサイトより
お申し込みください。

寄付者 高槻市

ふるさと納税
（寄付） 支援金の交付

（寄付金額の７割を上限）

領収書発行 大阪医科薬科大学

高槻市
民

OK！

大阪医科薬科大学
  ×  高槻市ふるさと納税

2025年４月
START

ご支援のお願い
至誠仁術を備える人材の育成をめざして

大阪医科大学創立100周年記念事業

大阪医科薬科大学病院
新本館建築プロジェクト

本法人では、2027年に迎える創立100周年に向け「大学病院新本館の建築」
と「学生支援体制の充実」を目的に、2018年10月「大阪医科大学創立100
周年記念事業募金」を設立しました。設立以来、これまでに患者さんやその
ご家族をはじめ、卒業生、保護者の皆様など多くの方々より多大なるご協
力を賜りました。これも皆様の深い
ご理解の賜物と、厚く御礼申し上げ
ます。引き続き、ご支援並びにご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

大阪医科薬科大学基金は、皆さまからのご寄付を積み立て
て資金運用を行い、さらに増やしていく仕組みです。基金
の拡充は、長期にわたる「教育・研究活動」や「良質な医療
の提供」の強化に繋がります。

募 集 要 項
募 金 単 位 個人：１口1万円　法人：１口10万円
申 込 方 法 学校法人大阪医科薬科大学寄付WEBサ

イトよりお申し込みいただくか、募金推進
本部迄ご連絡ください。

【 お問い合わせ先 】募金推進本部☎072-684-7243

特 典 大阪医科薬科大学健康科学クリニック人間ドッ
ク（基本コース１名１回分）無料受診券を進呈
します。
個人10万円以上、法人・団体50万円以上

申 込 方 法 学校法人大阪医科薬科大学
寄付WEBサイトよりお申し込
みいただくか、募金推進本部
迄ご連絡ください。

募 金 目 的 大学病院新本館の建築、学生支援体制の充実、
奨学金制度の拡充

募 金 目 標 10億円
募 集 期 間 ～2027年３月
募 集 対 象　趣旨にご賛同いただける個人・法人の皆様
募 金 単 位 個人：１口１万円、法人・団体：１口10万円

１口未満のご寄付につきましても有難くお受け
いたします。 申し込み先▶

Since 1927

1960年
病院 1号館完成

2016年
中央手術棟竣工

2018年
関西BNCT共同
医療センター竣工

2025年７月22日病院本館グランドオープン

2031年大学病院
全建替え事業完了予定

2022年
病院新本館
A 棟完成

数十年先の未来医療へ
消化器内科・内科・心療内科の承継物件

求む‼ 老健施設長
《人生100年時代 再就職先に最適です》

テナント
募集

場　　所：大阪市浪速区難波中 2-3-3
募集科目：皮膚科・婦人科を除く全科目
　　　　　※推奨科目：消化器内科・内科・心療内科
募集区画：2階 35.4 坪

《募集内容》
資　　格：医師免許のある方（専門分野問いません）
勤　　務：週 32時間以上　週 4～５日勤務
年　　収：1000万円程度（詳細は面談の上）
《連 絡 先》 
郵便番号：621-0046
住　　所：京都府亀岡市千代川町北ノ庄向条 24番地（京都縦貫道千代川 IC直ぐ）
最寄り駅：JR嵯峨野・山陰線 千代川駅（送迎可）・（車通勤可）
　　　　　電話番号　　　0771-29-1121
　　　　　ホームページ　https://www.osawa-komorebi.com
　　　　　メール　　　　kameoka@osawa-komorebi.com

5F：婦人科クリニック

4F：皮膚科クリニック

3F：美容エステ

2F：　募集区画

1F：日本調剤なんば薬局

★各階盛業中
★南海電鉄「なんば」駅
　徒歩2分

■エレベーター設置
■内視鏡、腹部・心臓エコー、Ｘ線設備等は譲渡対象
です。（金額等応相談）
○昼夜通して人通りの多いエリアです。周辺はショッピングモール
が多く立地しており、視認性抜群です。
 ・賃貸借契約にあたっては、調整・打ち合わせが必要になります。
 ・建物外観や仕様・契約面積等は変更になる可能性があります。

●角地に面しており、視認性良好です
●乗降客数の多いなんば駅からの
アクセスが抜群です

●皮膚科・婦人科盛業中の医療モール
です

お問い合わせ先
仁泉会事務局：TEL   072-682-6166
　　　　　　　FAX  072-682-6636
　　　　　　　e-mail  jimu@jinsenkai.net

《募集法人》
医療法人大澤会　介護老人保健施設こもれび
理 事 長　大澤直也
担当理事　島田眞久（学 14期）
採用担当　田中慶二郎（老健事務長）


